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新しくなった総合支所庁舎　

　西土佐総合支所の新庁舎が完成し、6月9

日より新庁舎での業務が始まりました。新庁

舎は鉄筋コンクリート造二階建で、地元産木

材をふんだんに使用しており、庁舎に入った

瞬間木の香りが漂います。バリアフリー化も

行い、駐車場も広くなりました。

　地域の行政・防災拠点としてだけでなく、

市民の皆様のコミュニケーションの場とな

るような開かれた庁舎を目指しております

ので、皆さまお気軽にご来庁ください。
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は８月３日（日）～お住まいの地域の危険箇所の確認をしましょう～

　

四
万
十
市
は
こ
の
た
び
、
高
知
県
西
部
舗
装
協
会

（
金
谷
光
人
会
長
）と
、災
害
時
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

の
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
幡
多
郡
内
に
事
務
所
（
出
張
所
含
む
）
が

あ
る
８
社
の
会
員
で
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、市
の
発
注

す
る
舗
装
工
事
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
を
得
た

業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
万
十
市
に
限

ら
ず
、
幡
多
郡
内
の
市
町
村
お
よ
び
国
、
県
の
舗
装
工

事
等
も
広
く
行
っ
て
い
る
業
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

協
定
の
内
容
は
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生
命
・

財
産
の
保
護
、市
民
生
活
の
安
全
確
保
な
ど
に
必
要
な

応
急
対
策
活
動
を
市
の
要
請
に
よ
り
当
協
会（
当
協
会

の
会
員
も
含
む
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
速
や
か
な
災

害
復
旧
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

高
知
県
西
部
舗
装
協
会
と
協
定
締
結

古
津
賀
第
二
団
地
防
災
訓
練

住
宅
耐
震
化
に
関
す
る
相
談
会
の
ご
案
内

　

６
月
１
日
に
古
津
賀
第
二
団
地
に
お
い
て
、南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
災
に
備
え
、耐
震
性
貯
水
槽
の
使
用
方
法
を

学
ぶ
た
め
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。約
１
０
０

人
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、貯
水
槽
へ
の
消
火
ホ
ー

ス
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
耐
震
性
貯
水
槽
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
災
時
の

断
水
対
策
と
し
て
、同
地
震
の
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
で

あ
る
同
地
区
内
の
古
津
賀
保
育
所
跡
地
に
、市
が
今
年
３

月
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。人
が
生
活
す
る
た
め
に
は
一

日
に
３
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の

貯
水
槽
は
約
６
６

０
０
人
に
３
日
間

供
給
で
き
る
容
量

が
あ
り
、
平
常
時

に
は
消
火
用
の
水

と
し
て
も
使
用
で

き
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
貯

水
槽
か
ら
配
水

し
た
水
の
飲
料

体
験
や
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
、
消
火

ホ
ー
ス
を
使
用

し
て
の
消
火
訓

練
も
実
施
し
、
地

区
内
に
お
い
て

貯
水
槽
に
対
す

る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

近
い
将
来
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
か
ら
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、ま

ず
は
お
住
ま
い
の
安
全
性
（
耐
震
性
）
を
確
か
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

お
住
ま
い
の
耐
震
工
事
を
お
考
え
の
人
や
、耐
震
化

の
費
用
や
工
事
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
人

等
を
対
象
に
、高
知
県
建
築
士
会
中
村
支
部
主
催
の
住

宅
耐
震
化
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。中
村
と
西
土
佐
の

両
地
域
で
診
断
士
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
中
村
地
域

　

日
時
　

７
月
27
日（
日
）10
時
〜
15
時

　

会
場
　

市
役
所
本
庁
舎
　

３
階
　

３
０
５
会
議
室

■
西
土
佐
地
域

　

日
時
　

８
月
３
日（
日
）10
時
〜
12
時

　

会
場
　

西
土
佐
総
合
支
所

■
主
　

催
　

高
知
県
建
築
士
会
中
村
支
部

■
そ
の
他

　

当
日
、両
会
場
で
耐
震
診
断
事
業
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
ま
す
。（
対
象
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
住
宅
。木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
無
料
）

　

耐
震
診
断
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
人
は

　

・
固
定
資
産
税
土
地
家
屋
・
課
税
明
細
書

　

・
印
鑑（
認
印
で
可
）

　

を
ご
持
参
い
た
だ
け
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策
」
や
「
家
具
転
倒

防
止
対
策
」
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

写真左より高知県西部舗装協会 山本様
会長金谷様、中山副市長、小松地震防災課長

消火訓練（バケツリレー） 集会所横に設置した耐震性貯水槽

災害に備えて ～防災活動の紹介等～
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四
万
十
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、
①
災
害
か
ら
命
を
守
る
対
策
（
津
波
避
難
路
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
）
、
②
守
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
対
策
（
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
）
、
③

災
害
に
強
い
組
織
・
施
設
を
整
え
る
対
策
（
防
災
行
政
無
線
、

防
災
活
動
拠
点
施
設
な
ど
）の
３
つ
の
柱
を
打
ち
立
て
、ハ
ー

ド
、ソ
フ
ト
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
昨
年
度
に
完
成
し
た
施
設
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
津
波
避
難
路（
下
田
・
八
束
・
東
山
地
区
）

　

地
震
発
生
後
の
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
高
い
と
こ

ろ
に
一
時
避
難
場
所
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
階
段
、ス
ロ
ー
プ
、手
摺
、ソ
ー
ラ
ー
照
明
、備

蓄
倉
庫
を
含
め
全
30
路
線
を
整
備
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
対
策

防
災
施
設
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

防
災
施
設
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

■
津
波
避
難
タ
ワ
ー（
初
崎
地
区
）

　

初
崎
地
区
は
平
成
21
年
度
に
タ
ワ
ー
を
整
備
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
大
ク
ラ
ス
の
新
想
定
で
高
さ
不
足
と
な
っ
た

た
め
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
方
式
に
て
新
タ
ワ
ー
を
建
設
し
ま

し
た
。

竹島地区避難路（一時避難場所）

初崎地区避難路（一時避難場所）山路地区避難路（一時避難場所）

初崎地区津波避難タワー

※避難路整備で設置した備蓄倉庫には、一定の簡易トイレや防寒具は市で用意していきますが、各自主防災組

　織で必要と思われる備蓄品は各組織で用意し保管して下さい。日ごろから備えることで防災意識を高めて

　いきましょう!!（鍵は各自主防災組織及び区長が保管しています）

《新タワーの概要》

□避難面積：59.67㎡

□高　　さ：海抜16.5ｍ※屋上部

□本体構造：鉄骨構造３階建

□基礎構造：場所打ちコンクリート杭

　（杭径1,500mm　杭長10.07m　9本）

□収容人数：約100人（2人/㎡）

□付属施設：備蓄倉庫・太陽光夜間灯設置

渡り廊下を設置して旧タワーと連結しました。→
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■
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
下
田
・
八
束
地
区
）

　

津
波
か
ら
避
難
し
た
人
に
と
っ
て
、
命
を
つ
な
ぐ
た
め

に
は
食
料
を
は
じ
め
雨
、
風
、
寒
さ
対
策
が
大
切
で
す
。
昨

年
度
は
津
波
の
影
響
が
な
い
竹
島
地
区
の
高
台
、双
海
、深

木
地
区
に
一
時
避
難
場
所
や
収
容
避
難
所
と
な
る
避
難
施

設
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
耐
震
性
貯
水
槽（
東
山
・
中
村
地
区
）

　

災
害
時
に
は
１
人
１
日
３
ℓ
の
飲
料
水
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
最
低
限
の
水
を
３
日
分
確

保
す
る
た
め
、
昨
年
度
は
古
津
賀
第
２
団
地
と
中
村
小
学

校
に
60
ト
ン
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

非
常
時
の
給
水
を
は
じ
め
、
通
常
時
に
は
消
防
水
利
と

し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

守
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
対
策

災
害
に
強
い
組
織
・
施
設
を
整
え
る
対
策

■
緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　

地
震
が
発
生
す
る
と
、
山
間
部
は
が
け
崩
れ
や
土
石
流

な
ど
で
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
孤
立
す
れ
ば
物

資
の
供
給
や
救
急
患
者
の
搬
送
が
困
難
と
な
る
た
め
、
孤

立
対
策
と
し
て
中
山
間
地
域
の
核
と
な
る
と
こ
ろ
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
物
資
の
輸
送
や
救
急
患
者
の
搬
送
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
同
報
系
防
災
行
政
無
線

　

（
下
田
・
八
束
地
区
、東
山
・
中
村
地
区
の
一
部
）

　

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
を
目
指
し
、
防
災
行
政
無
線

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
と
き
や
発
生
し
た
と
き
、避
難
の
呼
び
か
け
、災
害

の
規
模
や
状
況
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
皆

様
に
伝
達
し
ま
す
。

　

津
波
被
害
の
予
想
さ
れ
る
沿
岸
部
か
ら
整
備
し
て
お
り

昨
年
度
は
下
田
、
八
束
地
区
が
完
成
し
運
用
開
始
。
ま
た
、

東
山
、中
村
地
区
の
一
部
が
完
成
し
ま
し
た
。

約100人収容できる下田地区双海防災コミュニティセンター

次世代スピーカーを搭載した屋外拡声子局（間崎地区）
昨年度は、全51箇所の屋外拡声子局を設置しました。

沿岸部の一部には文字表
示板を設置

東山地区耐震性貯水槽（古津賀第2団地）容量60ｔ
四万十市では初めてとなる地上式の貯水槽を設置しました。
普段から目にすることで防災意識の高揚を図ります。

東富山地区緊急用ヘリポート（大用地区）
農地を提供していただき整備しました。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４
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四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）に
は
、全
国
の
皆
さ
ま
か

ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
と
と
も
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、平
成
20
年
度
の
開
始
以
来
、年
々
寄
附
件
数
・
金
額
と
も
に
増
加

し
て
お
り
、四
万
十
市
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信
し
、応
援
し
て
い
た

だ
け
る
皆
さ
ま
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て

も
、
8
5
3
人
、
3
法
人
の

皆

さ

ま

か

ら

、
総

額

1
2
7
7
万
8
7
0
0
円

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、平

成
24
年
度
の
5
2
8
件
、

7
7
1
万
円
か
ら
大
幅
な

増
加
と
な
り
ま
し
た
。温
か

い
ご
支
援
に
対
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
お
礼
と
ご
報
告

緊
急
雇
用「
地
域
人
づ
く

り
事
業
」募
集

　

平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
さ
れ
た
緊
急

雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業「
地
域
人
づ
く
り

事
業
」の
事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。募
集
は
、今

年
４
月
の
１
次
募
集
に
続
き
２
次
募
集
と
な
り
、

次
回
の
募
集
は
現
在
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

募
集
に
関
す
る
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」欄
に
掲
載
を
し

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
の
活
用
を
予
定(

希
望)
さ

れ
る
事
業
者
等
は
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

事
業
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
市
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

②
「
雇
用
拡
大
プ
ロ
セ
ス
」「
処
遇
改
善
プ
ロ

セ
ス
」が
あ
り
、事
業
費
に
は
上
限
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、受
託
者
は
あ
ら
か
じ
め
計
画

を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
事
業
に
よ
り
発
生
し
た
収
入
が
あ
る
場
合

は
、
委
託
費
の
返
還
を
要
し
ま
す
。（
返
還

を
要
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

④「
雇
用
拡
大
プ
ロ
セ
ス
」で
の
雇
用
期
間
は

１
年
以
内
。な
お
、過
去
の
基
金
事
業
の
雇

用
期
間
は
通
算
し
ま
せ
ん
。

　

⑤
平
成
26
年
度
途
中
に
開
始
し
た
事
業
は
27

　
　

年
度
も
実
施
可
能
（
事
業
期
間
は
最
長
１

　
　

年
間
、
た
だ
し
年
度
毎
の
清
算
と
な
り
ま

　
　

す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係

　

☎（
３
４
）１
１
２
６

年度
H20
H21
H22
H23
H24
H25
計

6
7
44
135
528
856
1,576

件数

280,000
1,740,000
2,639,000
4,990,290
7,710,000
12,778,700
30,137,990

金額（円）

◆年度別の推移

使途（事業の種類）

計

活用実績
左記のうち平成25年度に
活用させていただいた額

◆これまでに活用させていただいた寄附金の使途の内訳

※使途（事業の種類）は、寄附のお申込みの際に寄附者の皆さまに指定していただいています。
※寄附総額（30,137,990円）から活用実績（10,299,865）円を差し引いた残金（19,838,125円）についてはふる
　さと応援基金として別途の会計に積み立て、寄附者の皆さまから指定いただいた6つの事業種類に沿った
　活用を行っていくことにしています。

ふるさとの環境と景観を守る事業

ふるさとの人（高齢者、子どもなど）を守り育む事業

ふるさとの産業を守り育む事業

ふるさとのイベントを守り育む事業

ふるさとを災害から守る事業

市長が必要と認める事業（市長にお任せ）

2,320,500円

1,361,891円

387,000円

154,000円

277,000円

5,799,474円

10,299,865円

1,696,500円

337,811円

316,000円

100,000円

233,000円

1,554,474円

4,237,785円

　

買
い
物
を
す
る
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ

ジ
袋
を
断
る
こ
と
は
、
ご
み
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
家
族
で
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
」に
参
加
し
て
、買
い
物

の
た
び
に
レ
ジ
袋
を
受
け
取
る
生
活
を
見
直
し
て
、環

境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

者
　

四
万
十
市
民（
先
着
40
家
族
ま
で
）

　
　
　
　
　

※
家
族
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

内
　
　

容
　

家
族
で
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
に
マ
イ
バ
ッ

グ
で
の
買
い
物
に
取
り
組
み
、取
組
期
間

中
の
買
い
物
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆
レ
ジ
袋
辞
退
率
が
80
％
以
上
の
チ
ー

　

ム
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。（
図
書
カ
ー

　

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

取
組
期
間
　

７
月
25
日
（
金
）
〜
８
月
14
日
（
木
）
の
３

週
間

参
加
方
法
　

申
込
書
を
（
市
）
環
境
生
活
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活

　

課
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　

７
月
11
日（
金
）必
着

宣　

言　

式
　

日
時
　

７
月
25
日（
金
）14
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

場
所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

※
環
境
に
つ
い
て
の
基
礎
学
習
を
行
っ

　

た
後
、取
組
方
法
の
説
明
を
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

「
家
族
で
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
」に

　
　
　
　
　

 

参
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ま
せ
ん
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（*1）26年度への繰越財源1億3,219万円を差し引いた実質収支は375万円となり、この全額を減債基金に積み立てた。
（*2）全額を国保財政調整基金に積み立てた。
（*3）（*5）26年度予算からの繰上充用により措置した。
（*4）（*6）全額を26年度へ繰り越した。
（*7）資本的収支は△1億6,856万円（収入1億1,301万円－支出2億8,157万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
　  額、当年度分損益勘定留保資金、繰越利益剰余金で補填した。
（*8）累積で13億7,796万円の未処理欠損金となり、全額翌年度への繰り越しとした。また、資本的収支は、△8,500万円（収入1億9,465万円－支
　  出2億7,965万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保資金で補填した。
　  

【問い合わせ先】（市）財政課 財政係　0（34）1819

一　般　会　計

特　別　会　計（14会計）

国民健康保険会計事業勘定

国民健康保険会計診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所会計

後期高齢者医療会計

下水道事業会計

と畜場会計

幡多公設地方卸売市場事業会計

住宅新築資金等貸付事業会計

鉄道経営助成基金会計

農業集落排水事業会計

幡多中央介護認定審査会会計

介護保険会計保険事業勘定

簡易水道事業会計

園芸作物価格安定事業会計

企　業　会　計（ 2会計）

水道事業会計

病院事業会計

歳入

235億2,785万円

歳入

44億8,446万円

3億  121万円

481万円

4億8,368万円

10億2,830万円

2億5,801万円

711万円

148万円

4億  225万円

5,162万円

614万円

36億3,603万円

6億6,113万円

765万円

収益

4億  837万円

18億2,110万円

歳出

233億9,191万円

歳出

44億7,211万円

4億3,732万円

481万円

4億8,148万円

10億2,830万円

2億5,878万円

711万円

148万円

4億  225万円

5,162万円

614万円

36億3,603万円

6億6,113万円

745万円

費用

3億3,370万円

18億9,409万円

形式収支

1億3,594万円（*1）

形式収支

1,235万円（*2）

△1億3,611万円（*3）

0

220万円（*4）

0

△77万円（*5）

0

0

0

0

0

0

0

20万円（*6）

形式収支

7,467万円（*7）

△7,299万円（*8）

情報公開制度運用状況

●行政情報の公開請求の状況（平成25年4月1日から平成26年3月31日までに受理した請求）
請求件数18件　（公開決定10件、一部公開決定3件、非公開決定3件、不受理2件）
※請求対象文書等は、市ホームページ[行政情報]に掲載しています。

h t t p : / / www . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p / l i f e / i n f o r m a t i o n / s o u m u / u n y o u j y o u k y o u . h t m l

●決定に対する不服申し立て・・・無し

個人情報保護制度運用状況

●個人情報取扱業務の登録状況 … 登録件数252件（平成26年3月31日現在）
※個人情報を取り扱う業務を新たに開始するときには、取り扱う個人情報の内容、保存方法等を登録簿に登載することが条例

で定められています。

●保有個人情報の開示請求・・・1件
●保有個人情報の開示請求の特例の状況（簡易開示の種類および件数）・・・無し
●保有個人情報の訂正請求または適正処理の申し出・・・無し
●保有個人情報の開示請求または訂正請求手続における不服申し立て・・・無し
●個人情報の取り扱いに関する苦情または相談・・・1件

平成25年度 情報公開制度および個人情報保護制度の運用状況

　本市では、公正で開かれた市政の実現を図ることを目的とした情報公開制度と、市民の個人情報の保護を目的
とした個人情報保護制度を運用しています。

平成25年度  決算概要
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【
６
月
４
日
の
大
雨
災
害
に
つ
い
て
】

　

６
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雨
は
、24
時

間
雨
量
で
現
在
の
観
測
方
法
に
な
っ
た
昭
和
51
年
の
観
測
開

始
以
来
、最
多
と
な
る
４
３
９
・
５
㎜
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、

総
雨
量
で
も
５
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
雨
に
伴
い
、本
市
に
は
大
雨
・
洪
水
警
報
と
と
も
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
特
に
土
砂
災
害
の
危
険

が
高
い
と
想
定
さ
れ
た
下
田
・
八
束
地
区
の
１
９
９
４
世
帯
、

４
３
０
６
人
に
対
し
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
の
を
は
じ
め
、

中
筋
川
の
増
水
に
よ
り
磯
ノ
川
地
点
で
は
避
難
判
断
水
位
を

超
え
た
た
め
、
中
筋
・
東
中
筋
地
区
の
１
１
０
７
世
帯
、
２
５

０
４
人
に
対
し
て
も
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
下
田
中
学
校
や
中
筋
中
学
校
な
ど
８
か
所
の
避
難
所

を
開
設
し
、一
時
54
人
が
避
難
し
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
人
的

被
害
は
な
く
、
５
日
正
午
に
全
て
の
避
難
勧
告
を
解
除
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
筋
川
の
増
水
や
時
間
雨
量
60
㎜
を
超

え
る
雨
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
同
、
八
束
、
東
中
筋
地
区
な

ど
で
内
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
、12
日
現
在
、住
宅
の

床
上
浸
水
が
22
件
、床
下
浸
水
が
36
件
、非
住
宅
の
浸
水
が
43

件
の
合
計
１
０
１
件
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

浸
水
に
至
っ
た
原
因
は
い
く
つ
か
想
定
は
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
、県
や
国
の
関
係
機
関
と
情
報
交
換
を
行
い
、原
因
の
究

明
と
有
効
な
対
策
手
段
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
他
に
も
農
業
関
係
で
は
、農
業
用
施
設
や
水
稲
、

オ
ク
ラ
な
ど
農
作
物
へ
の
被
害
が
、公
共
災
害
で
は
、市
道
で

２
件
、河
川
で
14
件
の
災
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、住
宅
裏
山
の

が
け
崩
れ
４
件
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
災
害
で
は
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
防
災
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
の
一
環
と
し
て
、
国
土
交
通
省
中
村

河
川
国
道
事
務
所
や
自
衛
隊
、
中
村
警
察
署
か
ら
リ
エ
ゾ
ン

（
災
害
時
に
お
け
る
現
地
情
報
連
絡
員
）と
し
て
職
員
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
情
報
収
集
等
の
迅
速
な
対
応
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
避
難
勧
告
の
発
令
な
ど
早
目
の
対
応
に

繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
機
関
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

【
防
災
施
設
の
整
備
推
進
】

　

地
震
・
津
波
を
始
め
と
す
る
災
害
か
ら
「
命
を
守
る
対
策
」
、

「
命
を
つ
な
ぐ
対
策
」と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
施
設
の
中

で
25
年
度
に
完
成
し
、
運
用
を
開
始
し
た
主
な
も
の
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
中
村
地
域
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
同
報
系
防
災
行

政
無
線
は
、
下
田
・
八
束
地
区
で
整
備
を
完
了
し
、40
局
の
子

局
を
も
っ
て
５
月
１
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
地
区
に
お
い
て
も
、引
き
続
き
整
備
を
進
め
、平
成
27
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
初
崎
地
区
に
お
い
て
旧
タ
ワ
ー
に
併
設
し
て
建
設

し
て
い
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
も
、
一
部
外
構
工
事
を
残
し
完

成
し
ま
し
た
。
新
た
な
タ
ワ
ー
は
収
容
人
員
が
１
０
０
人
で
、

旧
タ
ワ
ー
よ
り
４
・
３
ｍ
高
い
海
抜
16
・
５
ｍ
と
す
る
こ
と
で
、

新
想
定
に
も
十
分
対
応
で
き
る
規
模
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

次
に
竹
島
、双
海
、深
木
の
３
地
区
に
お
い
て
整
備
し
て
お

り
ま
し
た
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
避
難
者
収
容
ス
ペ
ー
ス

や
備
蓄
品
保
管
ス
ペ
ー
ス
、
自
家
発
電
設
備
を
有
し
て
お
り
、

災
害
時
に
は
下
田
、
八
束
の
両
地
区
の
高
台
で
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
防
災
拠
点
基
地
を
補
完
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
と

と
も
に
、
平
常
時
に
は
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
幅
広
く
活

用
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
中
山
間
地
域
の
孤
立
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
し

て
い
ま
し
た
、
緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
場
で
す
が
、

こ
の
度
、大
用
地
区
に
お
い
て
完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い

災
害
発
生
時
に
地
域
が
孤
立
し
た
際
の
人
員
や
物
資
の
輸
送

に
活
用
で
き
る
と
と
も
に
、
平
常
時
に
も
急
病
人
等
を
ス

ム
ー
ズ
に
搬
送
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、こ
の

離
着
陸
場
の
整
備
の
た
め
に
、
貴
重
な
農
地
を
提
供
い
た
だ

い
た
地
権
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
】

　

５
月
11
日
に
四
万
十
川
左
岸
の
不
破
河
川
敷
に
お
い
て
、

「
四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演

習
は
５
月
の
水
防
月
間
に
合
わ
せ
、
毎
年
四
国
４
県
の
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
四
万
十
川
で
は
９
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、消
防
団
や
自
衛
隊
、自
主
防
災
組
織
な
ど
約
６
０

０
人
が
参
加
し
、洪
水
へ
の
対
策
と
し
て
、土
の
う
づ
く
り
や

漏
水
・
決
壊
対
策
工
な
ど
、様
々
な
水
防
工
法
や
人
命
救
助
の

訓
練
が
行
わ
れ
、
雨
季
へ
の
備
え
と
し
て
、
各
防
災
関
係
機

関
・
関
係
団
体
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
、
先
の
集
中
豪
雨
で

も
、
防
災
関
係
機
関
の
協
力
体
制
に
十
分
活
か
す
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
６
月
市
議
会
定
例
会

市
長
説
明
要
旨（

抜
粋
）
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【
福
祉
避
難
所
の
協
定
締
結
】

　

四
万
十
市
で
初
と
な
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
避
難

所
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
海
福
祉
会
が
運
営
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
四
万
十
の
郷
」を
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

去
る
３
月
31
日
に
同
法
人
と
設
置
・
運
営
に
関
す
る
協
定
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
、

避
難
時
の
対
応
に
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
を
受
け
入

れ
る
避
難
所
の
確
保
に
向
け
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

わ
け
で
す
。

　

今
回
の
協
定
を
皮
切
り
に
、
関
係
施
設
に
福
祉
避
難
所
の

必
要
性
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
協
力
い
た
だ
け
る
施
設
を
さ

ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
建
設
】

　

新
総
合
支
所
庁
舎
棟
や
消
防
訓
練
棟
な
ど
の
建
設
を
進
め

て
き
た
第
１
期
建
築
工
事
は
、敷
地
造
成
工
事
の
遅
れ
や
、県

内
外
で
も
深
刻
化
す
る
作
業
員
不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

工
期
を
延
長
し
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
月
末
に
新
庁
舎

仮
使
用
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
引
越

し
作
業
を
済
ま
せ
、
今
月
９
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、８
月
中
旬
の
完
了
を
目
処
に
、旧
総
合
支
所
の

解
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
の
で
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
を
始

め
、来
庁
さ
れ
る
方
々
に
何
か
と
ご
迷
惑
、ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、何
卒
、ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、旧
総
合
支
所
の
解
体
工
事
完
了
後
は
、そ
の
跡
地
に

第
２
期
工
事
と
し
て
消
防
分
署
庁
舎
棟
を
建
築
す
る
計
画
で
、

平
成
26
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
市
民
病
院
】

　

先
ほ
ど
、決
算
概
要
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、病
院
事
業

会
計
の
平
成
25
年
度
決
算
は
損
益
計
算
で
収
益
18
億
２
１
１

０
万
円
、費
用
18
億
９
４
０
９
万
円
、差
し
引
き
７
２
９
９
万

円
の
赤
字
で
し
た
。こ
れ
は
平
成
25
年
３
月
に
策
定
し
た「
市

民
病
院
経
営
健
全
化
計
画
」
で
定
め
て
い
ま
す
平
成
25
年
度

の
経
常
損
益
１
４
０
０
万
円
の
赤
字
に
比
べ
、
５
８
９
９
万

円
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、経
常
収
支
比
率
は
96
・
１
％
で
、経

営
健
全
化
計
画
で
定
め
て
い
る
99
・
２
％
を
３
・
１
％
下
回
っ

て
お
り
、現
在
の
状
況
で
は
、計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

27
年
度
に
基
準
外
繰
出
な
し
で
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
の

達
成
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
で
き
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
病
院
の
経
営
の
安
定
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、こ
の
度
、関
係
団
体
の
代
表
や
有
識

者
等
に
よ
る
経
営
健
全
化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

意
見
を
も
と
に「
市
民
病
院
経
営
健
全
化
計
画
」の
見
直
し
を

行
い
、
一
層
の
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
検
討
委
員
会
設
置
条
例
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
で
す
が
、今

回
の
改
定
で
は
「
医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
強
化
と
連
携
、
在

宅
医
療
の
充
実
等
」が
重
点
課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
、高
度
急

性
期
病
床
の
絞
り
込
み
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
新
設
な
ど
、

病
床
の
機
能
分
化
と
連
携
を
進
め
る
施
策
が
数
多
く
盛
り
込

ま
れ
、
病
院
か
ら
在
宅
へ
向
け
た
流
れ
を
促
進
さ
せ
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
設
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
、
急
性
期
の
治

療
が
終
了
し
た
患
者
に
対
し
て
、
在
宅
復
帰
へ
向
け
た
リ
ハ

ビ
リ
や
退
院
支
援
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
の
病
床
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
入
院
期
間
は
亜
急
性
期
病
床
と
同
様
の
原

則
60
日
以
内
と
長
く
、ま
た
、入
院
料
は
亜
急
性
期
病
床
よ
り

も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
病
院
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
６
月

１
日
よ
り
８
床
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
８
床
分
に
つ
い
て
は
、

急
性
期
を
脱
し
た
患
者
の
在
宅
復
帰
ま
で
の
受
け
皿
と
な
る

こ
と
か
ら
、
入
院
期
間
の
短
い
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
等
の
急

性
期
の
医
療
機
関
か
ら
の
受
け
入
れ
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
中
学
校
給
食
】

　

中
村
地
域
の
中
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
中
学
校

関
係
者
や
保
護
者
等
で
構
成
す
る
「
四
万
十
市
中
学
校
給
食

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
今
年
１
月
に
「
中
学
校
給
食
は
実

施
す
べ
き
」と
の
部
分
答
申
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、引
き

続
き
、同
検
討
委
員
会
で
、建
設
場
所
や
給
食
方
式
等
に
つ
い

て
、検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、５
月
28
日
に
同
検
討
委
員
会
よ
り
、新
た
な
調

理
場
の
建
設
場
所
や
規
模
等
に
関
す
る
答
申
を
い
た
だ
き
、

「
自
然
災
害
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
」、「
国
の
定
め
る
基
準
の

時
間
内
に
全
て
の
学
校
に
給
食
提
供
が
可
能
な
こ
と
」
、「
早

期
に
中
学
校
給
食
の
実
施
が
可
能
な
こ
と
」
、「
将
来
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
等
を
考
慮
し
、建
設
費
、運
営
経
費
が
過
大
と

な
ら
な
い
こ
と
」等
の
諸
条
件
も
踏
ま
え
、調
理
場
の
建
設
場

所
は
、具
同
小
学
校
敷
地
内
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、給
食
の
提
供
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、配
送
効
率
や

施
設
規
模
を
考
慮
し
つ
つ
、西
土
佐
地
域
同
様
、小
学
校
用
や

中
学
校
用
と
い
っ
た
調
理
区
分
は
行
わ
ず
、
東
山
小
学
校
と

中
村
南
小
学
校
に
あ
る
既
存
施
設
と
合
わ
せ
、
３
つ
の
調
理

場
で
中
村
地
域
の
全
小
中
学
校
の
給
食
を
提
供
す
る
方
式
を

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
7
月
号
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【
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
一
部
取
り
消
し
】

　

平
成
25
年
９
月
定
例
市
議
会
で
ご
報
告
し
ま
し
た
、
平
成

24
年
度
市
道
改
良
工
事
で
の
不
適
切
事
務
処
理
に
対
し
、
国

土
交
通
省
よ
り
、
当
該
工
事
の
特
定
財
源
で
あ
る
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
一
部
を
取
り
消
す
旨
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
改
め
て
、
市
民
を
は
じ
め
議
員
各
位
に
対
し
、
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
交
付
金
の
取
り
消
し
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、不
適
切
な
事
務
処
理
の
概
要
に
つ
い
て
、ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
、
西
土
佐
総
合
支
所
産
業
建
設
課
が
所
管

し
た
市
道
市
野
々
線
整
備
工
事
に
お
い
て
、
改
良
工
事
と
舗

装
工
事
を
別
々
の
請
負
工
事
と
し
て
発
注
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
工
事
の
最
終
段
階
で
、
改
良
工
事
の
変
更
額
が
当
初

契
約
額
の
５
割
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
制
限
目
安

と
さ
れ
る
３
割
を
大
幅
に
超
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
同
時

期
施
工
の
舗
装
工
事
に
改
良
工
事
で
施
工
し
た
工
事
の
一
部

を
振
り
替
え
、形
式
上
、双
方
の
工
事
の
変
更
増
額
を
概
ね
３

割
以
内
に
抑
え
る
な
ど
、
施
工
の
実
態
を
無
視
し
た
変
更
契

約
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
工
事
は
完
成
し
、
工
事
精
算
と
検
査
を
済
ま
せ
た

う
え
で
、
不
適
切
な
内
容
の
ま
ま
国
へ
交
付
金
請
求
を
行
い
、

す
で
に
交
付
金
を
受
領
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
の
事
案
発
覚
に
よ
り
、
工
事
内
容
の
振
り
替
え
を

行
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
発
注
者
で
あ
る
市
と
請
負
者
間

で
最
終
出
来
高
の
確
認
を
行
い
、
昨
年
の
９
月
定
例
市
議
会

で
関
係
す
る
予
算
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
双

方
で
正
規
な
状
態
に
回
復
す
る
た
め
の
確
認
書
を
締
結
し
、

10
月
に
は
受
発
注
者
間
に
お
け
る
す
べ
て
の
債
務
等
は
完
済

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
こ
と
に
関
連
し
、当
該
事
案
に
係
る
交
付
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
高
知
県
及
び
国
土
交
通
省
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
不
適
切
事
務
処
理
が
工
事
の
施
工
内
容
に
影
響
す

る
も
の
で
は
な
く
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
し
て
承
認
さ
れ
た

成
果
内
容
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ

り
ま
す
が
、交
付
を
受
け
た
事
業
者
で
あ
る
四
万
十
市
は「
善

良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
補
助
事
業
を
遂
行
し
た
と
は

い
え
な
い
」
と
い
う
結
論
に
至
り
、「
補
助
金
等
に
係
る
予
算

の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
第
17
条
第
１
項
に
定
め

る
、「
決
定
の
取
消
」
に
該
当
す
る
と
し
て
、
不
適
切
処
理
を

行
っ
た
部
分
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
が
取
り
消
し
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、平
成
26
年
５
月
23
日
付
け
で
、国
土
交
通
大

臣
名
で
、
交
付
金
の
一
部
を
取
り
消
し
す
る
旨
の
通
知
が
出

さ
れ
、
平
成
24
年
度
に
交
付
を
受
け
た
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
２
億
４
千
万
円
の
う
ち
、
２
５
５
万
２
７
６
０
円
の

返
還
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
納
付
期
限
が

平
成
26
年
６
月
11
日
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
内
で
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
予
備
費
に
よ
り
対
応
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
案
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
職
員
研
修
の
充

実
を
は
じ
め
、
工
事
請
負
に
係
る
施
工
監
理
手
法
の
周
知
徹

底
を
図
る
な
ど
、事
務
管
理
体
制
の
充
実
と
、職
員
倫
理
の
啓

発
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

５
月
15
日
〜
６
月
14
日

５
月
16
日
　

県
産
業
振
興
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

18
日
　

下
田
地
区
双
海
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

祝
賀
会

　
　
　
　
　

黒
潮
消
防
庁
舎
落
成
記
念
式
典（
黒
潮
町
）

　
　

19
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
総
会(

愛
南
町)

　
　

21
日
　

全
国
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会
通
常
総
会
、道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
通
常
総
会（
東
京
）

　
　

22
日
　

県
議
会
産
業
振
興
土
木
委
員
会
出
先
機
関
調
査（
陳
情
）

　
　
　
　
　

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト（
宿
毛
市
）

　
　

23
日
　

畜
魂
祭

　
　

24
日
　

八
束
地
区
深
木
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

祝
賀
会

　
　
　
　
　

保
育
の
父
・
佐
竹
音
次
郎
研
究
講
演
会
　
　
　

　
　

25
日
　

四
万
十
杯
中
学
校
招
待
野
球
大
会

　
　
　
　
　

西
部
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会

　
　
　
　
　

関
東
幡
多
四
万
十
会
・
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

交
流
会

　
　

26
日
　

関
東
幡
多
四
万
十
会
・
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道（
株
）取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
農
業
農
村
整
備
事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
推
進
協
議
会
総
会（
高
知
市
）

　
　

27
日
　

国
土
強
靭
化
総
合
調
査
会
Ｉ
タ
ー
ン
推
進
特
別
小
委

員
会（
東
京
）

　
　

28
日
　

全
国
半
島
振
興
市
町
村
協
議
会
理
事
会（
東
京
）

　
　
　
　
　

全
国
治
水
砂
防
協
会
通
常
総
会（
東
京
）

　
　
　
　
　

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
懇
談
会（
東
京
）

　
　

30
日
　

深
木
・
狼
内
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

衛
生
セ
ン
タ
ー
中
村
環
境
保
全
調
査
委
員
会

６
月
２
日
　

蕨
岡
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

（
株
）し
ま
ん
と
企
画
総
会
　

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
星
羅
四
万
十
創
立
20
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　

３
日
　

全
国
市
長
会
議
　

〜
４
日（
東
京
）

　
　

６
日
　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
お
よ
び
横

瀬
川
ダ
ム
建
設
に
係
る
意
見
交
換
会

　
　

９
日
　

こ
う
ち
生
活
協
同
組
合
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

主
要
地
方
道
西
土
佐
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

総
会

　
　

11
日
　

四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　

ア
ユ
報
告
会

　
　
　
　
　

四
万
十
市
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会

　
　

12
日
　

精
華
大
学（
中
国
）イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
６
期
生
表
敬

訪
問

　
　
　
　
　

西
富
山
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

国
道
４
４
１
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

13
日
　

中
村
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会

　
　

14
日
　

医
師
確
保
業
務（
大
阪
）

市
長
日
誌
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高
知
県
と
四
万
十
市
で
は
、
四
万
十
川
と
そ
の
主
要
支
川
か
ら
見
渡
せ
る
範
囲
を

重
点
地
域
（
左
図
参
照
）
に
設
定
し
、
一
定
規
模
以
上
の
開
発
行
為
な
ど
に
対
し
て
許

可
・
届
出
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
民
間
の
行
う
行
為
が
対
象
と
な
り
、行
為
規
模
や
重
点
地
域
区
分
に
よ

り
許
可
・
届
出
が
必
要
と
な
る
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。個
人
の
専
用
住
宅
や
、制

度
運
用
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
、通
常
の
管
理
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
基
準
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、四
万
十

川
の
自
然
環
境
や
文
化
的
な
景
観
が
守
ら
れ
、さ
ら
に
そ

れ
が
流
域
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
観
光
課
四
万
十
対
策
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
な
お
、
四
万
十
川
条
例
や
許
可
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、県
環
境
共
生
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
）

【
許
可
が
必
要
な
行
為
】

①
屋
外
に
お
け
る
物
品
の
集
積
ま
た
は
貯
蔵

②
建
築
物
・
工
作
物
の
建
築
、
色
彩
変
更
、看
板
・
自
動
　

販
売
機
等
の
設
置

③
土
石
採
取
や
宅
地
化
等
に
伴
う
土
地
の
形
状
変
更

④
針
葉
樹
の
植
樹
・
天
然
林
の
伐
採（
回
廊
地
区
の
み
）

※
近
年
、産
業
用
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
施
設
の
設
置
に
関
し

　

て
、許
可
申
請
・
届
出
漏
れ
の
ま
ま
施
工
が
行
わ
れ
て
い

　

た
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）観
光
課
　

四
万
十
川
対
策
係

　

☎（
3
4
）1
1
7
0

　

（
県
）環
境
共
生
課
　

四
万
十
川
清
流
担
当

　

☎
0
8
8(

8
2
1
）4
8
6
3

　

U
R
L：
http://w

w
w
.pref.kochi.lg

.jp/soshiki/0
3
0
7
0
1
/

　住民登録は、氏名、生年月日、性別、世帯主との続柄などが記録され、選挙人名簿（日本人のみ）への登録、国民
年金、国民健康保険（後期高齢者医療保険）、児童手当、就学等各種行政サービスの基礎となっていますので、お
住まいの市区町村で行政サービスを確実に受けられるようにするために、引越しなどにより住所が変更と
なった人は、速やかに住民登録・異動の届出を行ってください。
　現住所で住民登録をしていない人や、住民登録が抹消されたままの人は、正しい住民登録が必要となります。

届出に関しての注意事項
　住民登録や住所の異動の届出は、原則として本人または世帯主が行います。
　本人、世帯主、世帯員以外の人が届出を行う際は、委任状が必要です。なお、海外から入国、海外へ出国を
される人も同様の届出が必要です。

【問い合わせ先】
　（本庁）市民課 市民係　☎（34）1113　　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室　☎（52）1111　　

ご
存
知
で
す
か
？
四
万
十
川
条
例

　

（
四
万
十
川
の
保
全
及
び
流
域
の

　
　
　
　
　
　
　

振
興
に
関
す
る
基
本
条
例
）

住民登録・住民異動を、正しく行っていますか？

内　　容 必要となる書類

転入届

転出届

転居届

世帯変更

●窓口で届出をされる
　人の本人確認ができ
　る身分証明書をお持
　ちください。

　本人確認書類(住基
カード・運転免許証・パ
スポートなど)が必要
です。
　本人確認書類が写真
付きのものではない場
合(健康保険証など)は、
さらに別の書類の提示
や、いくつかの質問に
お答えいただくことが
あります。

※また、認印が必要に
　なることもあります
　のでご持参ください。

他の市区町村から
四万十市に住所を
異動する

四万十市に住所を移した日から、
14日以内に届出をしてください。
（あらかじめ、前住所地で転出届
を出しておく必要があります）

●転出証明書（前住所地の役場
　で交付されたもの）
●住民基本台帳カード（お持ち
　の人）

●国民健康保険証等（加入者）

●返却いただくもの
◆印鑑登録証（お持ちの人）
◆国民健康保険証（加入者）
◆後期高齢者医療被保険者証・
　介護保険被保険者証など（加
　入者）

●国民健康保険証等（加入者）
●後期高齢者医療被保険者証・
　介護保険被保険者証など（加
　入者）
●住民基本台帳カード（お持ち
　の人）

他の市町村へ住所を移すときは、
四万十市で転出届出を行い、発
行された転出証明書を持って他
の市町村へ転入の届出をしてく
ださい。

四万十市内で住所を移したとき
は、移した日から14日以内に届
出をしてください。

世帯主の変更、世帯を合併・分離
する等の世帯構成に変更があっ
た時は、その日から14日以内に
届出をしてください。

四万十市から他の
市区町村に住所を
異動する

四万十市内で住所
を異動する

世帯の変更（合併、分
離、構成の変更等）

届出の種類

重点地域は、回廊地区と保全活用地域に区分されます
回廊地区

重点地点

保全・活用地区保全・活用地区

道
路

道
路

平
成
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　

公
売
に
つ
い
て

　

『
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債

権
管
理
機
構
』
で
は
、
幡
多
６
市
町
村
か
ら

徴
収
困
難
な
地
方
税
滞
納
案
件
の
移
管
を

引
き
受
け
、
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
て
不
動
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
入
札
参
加
申
込
期
間

　

7
月
7
日（
月
）13
時

　
　

〜
22
日（
火
）23
時

　
　

■
入
札
期
間

　

7
月
29
日（
火
）13
時

　

〜
8
月
5
日（
火
）13
時

※
公
売
物
件
情
報
に
つ
い
て
は
当
機
構
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債

　

権
管
理
機
構

　

四
万
十
市
中
村
山
手
通
19

　

高
知
県
幡
多
総
合
庁
舎
3
階

　

☎（
3
4
）1
3
0
1　

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。

　

5
月
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。昨
年
の
夏
は
41
℃
と
異
常

な
暑
さ
だ
っ
た
四
万
十
市
江
川
崎
も
、
こ
の
暑
さ
の
お
か
げ
で
、

知
名
度
が
一
気
に
上
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に

環
境
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

先
日
、ト
ン
ボ
自
然
公
園
の「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」に
行
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い
、
大
盛
況
で
し
た
。

私
は
イ
ベ
ン
ト
の
中
で「
ト
ン
ボ
と
四
万
十
川
の
魚
、花
菖
蒲
の

ご
案
内
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
昔
か
ら
昆
虫
が
苦
手
で
す
。そ
の
為
、館
内
の
ト
ン
ボ
や

蝶
な
ど
の
標
本
に
あ
ま
り
興
味
は
な
く
、い
つ
も
素
通
り
し
て
い

ま
し
た
。魚
も「
川
の
魚
は
地
味
」と
い
う
印
象
し
か
持
て
ま
せ
ん

で
し
た
。し
か
し
、ト
ン
ボ
自
然
公
園
の
杉
村
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
ご
案
内
で
、昆
虫
や
魚
に
対
し
て
の
印
象
が
1
8
0
度

変
わ
り
ま
し
た
。苦
手
だ
っ
た
標
本
も
、杉
村
さ
ん
の
ご
案
内
の

お
か
げ
で
興
味
を
持
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
、初
め
て
お
も
し
ろ

い
と
感
じ
ま
し
た
。ト
ン
ボ
の
い
る
環
境
を
守
る
事
が
わ
れ
わ
れ

人
間
の
生
き
る
環
境
を
守
る
事
と
同
じ
で
あ
る
と
の
話
に
は
驚

き
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
の
魚
も
印
象
は
す
っ
か
り
変
わ
り
、魚
の
不
思
議
な

生
態
や
、か
わ
い
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、川
の

環
境
が
確
実
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、川
に
住
む
魚
も
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。ま
た
、野
外
の
公
園
は
昔
懐
か
し
い

里
山
の
風
景
を
楽
し
む
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、田
ん
ぼ
や
池
が

環
境
を
守
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、適
度
な
湿
度
が
日
本

の
風
景
や
暮
ら
し
を
守
る
な
ど
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

案
内
は
ト
ン
ボ
や
魚
の
話
だ
け
で
な
く
、環
境
保
護
と
い
う
観

点
で
も
話
を
さ
れ
る
の
で
興
味
を
引
く
も
の
で
し
た
。ト
ン
ボ
自

然
公
園
の
よ
う
な
里
山
で
は
、手
付
か
ず
の
自
然
と
い
う
も
の
は

な
い
そ
う
で
す
。昔
か
ら
人
間
は
、山
に
入
っ
て
木
を
切
る
こ
と

地
域
づ
く
り
人
事
業

地
域
づ
く
り
人
事
業

き
し

で
、山
の
地
面
に
光
を
入
れ
、光
が
入
る
事
で
、光
合
成
や
あ
ら
ゆ

る
生
態
系
に
恵
み
を
与
え
ま
す
。そ
う
や
っ
て
、日
々
の
暮
ら
し

を
通
し
、山
や
川
の
整
備
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

案
内
の
最
後
に「
花
が
咲
く
美
し
い
場
所
、き
れ
い
な
水
や
空

気
の
あ
る
と
こ
ろ
に
人
間
は
暮
ら
し
た
い
と
思
う
で
し
ょ
う
。昆

虫
や
魚
も
、み
ん
な
一
緒
で
す
。人
間
だ
け
が
住
み
や
す
い
環
境

で
は
い
け
な
い
。そ
ん
な
環
境
は
直
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
う
。み
ん

な
が
住
み
や
す
い
環
境
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」そ
し

て
子
ど
も
た
ち
へ「
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
で
き
る
事
は
、自

然
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
事
」
こ
の
話
に
は
説
得
力
も
あ
り
、

感
動
し
ま
し
た
。現
代
の
環
境
問
題
は
自
分
た
ち
大
人
が
考
え
て

行
動
し
、守
る
。未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、自
然
の
中
で
遊
び

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
学
ぶ
。こ
の
サ
イ
ク
ル
が
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

「
お
も
て
な
し
」と
は
、マ
ナ
ー
に
優
し
さ
が
加
わ
っ
た
も
の
で

す
。環
境
を
守
る
た
め
の
マ
ナ
ー
に
加
え
、次
の
世
代
へ
四
万
十

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
未
来
へ
残
す
優
し
さ
を
プ
ラ
ス
す
る
。

「
お
も
て
な
し
」と
い
う
も
の
は
、ど
ん
な
場
面
に
も
必
要
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。机
上
の
空
想
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、私
が
初
め

て
み
て
感
動
し
た
こ
の
四
万
十
の
自
然
を
、こ
れ
か
ら
も
守
っ
て

い
け
る
よ
う
、毎
日
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
も
、ぜ
ひ
ト
ン
ボ
自
然
公
園
の
ご
案
内
を
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、環
境
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、職
員
の
方
の
ご
案
内
は
、事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。あ

ら
か
じ
め
電
話
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。ま
た
、ト
ン
ボ
や
魚
、植

物
に
関
し
て
の
質
問
も
お
気
軽
に
職
員
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

　

今
年
の
夏
は
環
境
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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5
月
28
日（
水
）、富
山
地
区
の
農
家
で
つ
く

る
「
と
み
や
ま
酒
米
生
産
部
」
と
地
元
の
大
用

保
育
所
、
小
・
中
学
校
ら
約
60
人
が
、
地
酒
「
と

み
や
ま
」に
使
う
酒
米
の
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。

　

初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
強
い
日
差
し
の
中
、子

ど
も
た
ち
は
汗
と
泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
懸
命

に
手
植
え
に
挑
戦
し
、家
の
手
伝
い
で
慣
れ
た

子
ど
も
も
い
て
、限
ら
れ
た
時
間
内
で
田
植
え

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
じ
め

て
参
加
し
た
中

国
か
ら
の
国
際

交
流
員
藩
寧
さ

ん
は
「
手
植
え

を
し
た
の
は
初

め
て
で
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
お

い
し
い
お
酒
に

な
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
酒
米
は
、富
山
地
区
の
農
家
７
戸
が

約
1
・
8
ha
で
作
付
け
し
、９
月
に
約
6
・
5
ト

ン
の
収
穫
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

「
純
米
吟
醸
と
み
や
ま
」
は
、12
月
に
は

8
0
0
口
限
定
で
オ
ー
ナ
ー
の
手
元
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

酒
米「
吟
の
夢
」田
植
え

　

５
月
24
日（
土
）、竹
島
小
学

校
で「
保
育
の
父
　

佐
竹
音
次

郎
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
高
知

大
学
の
玉
里
恵
美
子
准
教
授

に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
音
次
郎
の
生
誕
１

５
０
年
に
あ
た
り
、そ
の
功
績

を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

音
次
郎
に
ゆ
か
り
の
あ
る
児

童
養
護
施
設「
若
草
園
」（
四
万

十
市
）を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

音
次
郎
は
、現
四
万
十
市
竹

島
出
身
で
当
時
「
孤
児
院
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
児
童
養
護
後
施
設
を「
保（
や
す
）ら
か
に
育
て
る
」と

い
う
意
味
で「
保
育
園
」と
名
付
け
た
、「
保
育
の
父
」と
呼
ば
れ
て
い
る

人
物
で
す
。

　

当
日
は
、会
場
い
っ
ぱ
い
の
約
3
0
0
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
音
次

郎
の
生
い
立
ち
、保
育
精
神
な
ど
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

中
で
も
音
次
郎
が
施
設
入
所
者
全
員
を「
家
族
」と
呼
び
、家
族
と
し

て
育
て
て
い
た
話
に
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、音
次
郎
の
史
跡
巡
り
が
行
わ
れ
、
生
家
や
ゆ
か
り
の

場
所
な
ど
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
神
奈
川
県
よ
り
音
次
郎
の
親
族
や
関
係
者
13
名
が
来
市

し
、参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、後
日
、親
族
の
佐
竹
順
子

様
よ
り
、予
想
以
上
の
参
加
者
と
四
万
十
市
民
の
音
次
郎
へ
の
想
い
に

対
し
、感
謝
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
竹
音
次
郎
講
演
会

　

５
月
29
日（
木
）、若
藤
営
農
組
合
が
利
岡
小
学

校
と
連
携
し
、ア
イ
ガ
モ
農
法
を
実
践
し
て
い
る

若
藤
の
田
ん
ぼ
で
、利
岡
小
学
校
の
全
校
児
童
33

人
を
対
象
と
し
、今
年
で
4
回
目
と
な
る
田
植
え

体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
1
年
生
た
ち

は
、
田
ん
ぼ
の
中
に
素
足
で
入
る
と
「
ぬ
る
ぬ
る

し
て
気
持
ち
悪
い
」
、「
足
が
抜
け
ん
な
る
」
と
慣

れ
な
い
感
触
に
大
騒
ぎ
し
、ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き

で
手
植
え
を
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ツ
を
つ
か
む

と
植
え
る
姿
や
手
つ
き
も
様
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

田
植
え
後
に
感
想
を
聞
か
れ
た
児
童
は「
田
ん

ぼ
に
入
る
の
が
最
初
は
怖
か
っ
た
け
ど
、皆
で
田

植
え
が
出
来
て
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
に
は
田
植
え
体
験
に
引
き
続
き
、ア

イ
ガ
モ
見
学
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
、
稲
刈
り

体
験
な
ど
農
作
業
の

一
連
を
体
験
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
り
、

若
藤
営
農
組
合
の
武

井
組
合
長
は
「
こ
の

体
験
学
習
を
通
し
、

1
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
農
業
に

携
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

利
岡
小
学
校
田
植
え
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本年度の学校教育の取組
四万十市の子どもたちに学力を保障するために次のような取組を行います。

■朝読書の実施■
　朝の時間に本を読み、穏やかな一日の始まりをこころがけます。

　朝読書の状況は左記ページに掲載しています。

■新聞の購読・活用■
　新聞を学校生活の中で活用します。

■辞書の配布■
　小学校３年生に国語辞典、中学校１年生に英和・和英辞典を配付し、常に机の上に辞書を置き、わ

からない時はすぐ引ける教育環境にします。 

■ALT（外国語指導助手）の増員■
　現在中村地区に２人、西土佐地区に１人いますが、８月より中村地区は２人増とし、合計５人体制

で外国語活動・英語教育の充実に努めます。

■小中学校 校長会の実施■
　校長会を毎月開いて、四万十市の教育の状況について共通理解し、『オール　四万十』で課題に取

り組んでいきます。

■教育風土づくり■
　学校や学校教育課の取組を広報やホームページ等で発信します。 

■学校教育の充実のための取組■
　学力向上研究事業

　　四万十市の教育課題を分析し、今後の指導の在り方を検討します。

　一校一役指定研究

　　小中学校２５校全ての学校が、各学校に応じた内容で研究します。

　　１２月１８日（木）には、一校一役　『オール　四万十』実践交流発表会を開催し、各学校の取

　　組を交流します。保護者・地域の皆様にもご案内する予定です。ぜひ、お越しください。

●小中連携　　　   　　：下田中学校区（下田中・下田小・竹島小）　 

　　　　　　　　　　　  中筋中学校区（中筋中・中筋小）

●学力向上（基礎基本）　：東山小・西土佐小・西土佐中 

●学力向上（教科研究）　：具同小・中村西中 

●教育課程　　　　　　：中村小・中村中 

●土曜授業活用　　　　：蕨岡小・利岡小・蕨岡中・後川中 

●ＮＩＥ活用（新聞活用）：大用小・川登小・東中筋小・大用中・大川筋中 

●外国語教育・英語教育 ：八束小・八束中 

●道徳教育　　　　　   ：中村南小・東中筋中 

【問い合わせ先】（市）教育委員会事務局　学校教育課　☎（34）5445 

市教委だより
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▲口屋内沈下橋を題材にした「夢のかけはし」完成！

　

朝
読
書
の
効
果
を
上
げ
る
に

は
、
上
の
４
つ
の
原
則
が
大
切
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
好
き
な
本
を
た
だ
読
む
だ

け
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
も
先
生
も
、
み
ん

な
で
毎
日
、
本
の
世
界
・
言
葉
の
世

界
に
浸
る
の
が
当
た
り
前
、
と

い
っ
た
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
基
本
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち

自
身
が
読
み
た
い
本
を
選
ん
で
読

み
ま
す
が
、
各
学
校
で
は
「
ぜ
ひ
読

ん
で
も
ら
い
た
い
本
」
や
、
学
年
や

授
業
内
容
に
あ
っ
た
「
お
す
す
め

の
本
」
な
ど
を
紹
介
し
、
子
ど
も
た

ち
の
読
書
の
幅
を
広
げ
る
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、「
今
、
朝
読
書
で

ど
ん
な
本
読
ん
で
る
の
？
」
と
、
お

子
さ
ん
と
話
題
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

7 （328冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

戌亥の追風（おいて）

今ごはん、昔ごはん

ケースで解説！損害賠償がわかる本

食物アレルギーのすべてがわかる本

詩を書くということ

セブン

星々たち

ローマで消えた女たち

山本　一力

松井　今朝子

小山　智弘

海老澤　元宏

谷川　俊太郎

乾　くるみ

桜木　紫乃

ドナート・カッリージ

いえのなかのかみさま

ここにいるよ！ナメクジ

しゅくだいさかあがり

だるまちゃんとやまんめちゃん

なりたい二人

もじゃもじゃヒュー・シャンプー

ゆうれい回転ずし消えた少年のなぞ

わらうほし

早川　純子

皆越　ようせい

福田　岩緒

加古　里子

令丈　ヒロ子

カレン・ジョージ

佐川　芳枝

荒井　良二

★
図
書
館
西
土
佐
分
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
★

７
月
15
日（
火
）10
時

＊
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
は
８
月
に
行
う
予
定
で
す
。

　

開
館
時
間：

10
時
〜
18
時

　

貸
出
冊
数：

図
書
10
冊（
２
週
間
） 

雑
誌
３
冊（
１
週
間
）

D
V
D
２
点（
１
週
間
）

　

休
館
日：

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、最
終
金
曜
日（
館
内
整
理
日
）

そ
の
他（
本
館
に
同
じ
）

　

四
万
十
市
本
館
・
西
土
佐
分
館
、ど
ち
ら
に
あ
る
資
料
も
両
館

で
貸
出
、返
却
、予
約
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
者
カ
ー
ド
を
作
る
に
は
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
。（
中
学
生
以
下
不
要
）

　

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

７
月
７
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

14
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

21
日（
月
）定
　

休
　

日 　
　

25
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

28
日（
月
）定
　

休
　

日

８
月
４
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
7
平成26年

July

毎 日 みんな
で

集 中
し て

好きな
本を

　

市
内
各
小
中
学
校
で
は
、こ
れ
ま
で
も

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。本
年

度
か
ら
は
さ
ら
に
、市
内
全
小
中
学
校
で

「
朝
読
書
」
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

一
時
間
目
の
授
業
が
始
ま
る
前
の
10

分
程
度
の
時
間
を
利
用
し
て
、子
ど
も
た

ち
が
一
斉
に
読
書
に
親
し
む
時
間
を
過

ご
し
ま
す
。

「
朝
読
書
」の
効
果
　

　

朝
読
書
に
は
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

○
読
書
の
習
慣
が
つ
く

　

○
一
時
間
目
の
授
業
に
落
ち
着
い
た

　
　

雰
囲
気
で
取
り
組
め
る

　

○
集
中
力
が
ア
ッ
プ
す
る

　

○
読
解
力
が
つ
く
　

な
ど
・・・
。

　

豊
か
な
感
性
と
考
え
る
力
を
育
み
、人

生
を
よ
り
自
分
ら
し
く
充
実
さ
せ
て
生

き
て
い
く
た
め
に
、読
書
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。基
礎
学
力
の
向
上
に
も
読
書

は
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

授
業
に
朝
読
書
で
読
ん
だ
本
を
取
り

入
れ
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
く
取
組
を
、定
期

的
に
行
っ
て
い
る
市
内
小
中
学
校
も
あ

り
ま
す
。

「
朝
読
書
」
の
充
実
に
向
け
て
　

「
朝
読
書
」（
読
書
活
動
）

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
た
め
に

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

読書活動を取り入れた市内小学校の授業

市役所駐車場の懸垂幕の標語
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【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

71年に1度は健診を

定例健康相談

特定健診　注／前立腺がん検診

マム＆チルドレン

出張健康相談

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

献血

献血

献血

ひまわり健診 注 ／前立腺がん検診

　〃

特定健診　注／前立腺がん検診

乳児健診

乳児、1歳6カ月児、3歳児健診

1歳9カ月児健診

マム＆チルドレン

特定健診　注／前立腺がん検診

ひまわり健診 注 ／前立腺がん検診

乳児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

特定健診　注／前立腺がん検診

定例健康相談

特定健診　注／前立腺がん検診

西土佐分署横

安並スポーツセンター

具同体育センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

健康管理センター

四国電力中村支店　北側駐車場

四万十看護学院

サニーマート四万十店

須﨑集会所

大宮小学校体育館

文化センター

健康管理センター

西土佐保健センター

健康管理センター

具同体育センター

ＪＡ高知はた中村東部出張所

西土佐保健センター

健康管理センター

西土佐保健センター

中央公民館

西土佐分署横

中央公民館

安並・安並団地

中村地区

蕨岡地区、下古尾・

上古尾・竹屋敷地区

中村地区

中村地区

9：00～11：00

9：30～11：00、13：30～15：00

10：00～11：30

9：00～11：00

 9：30～11：00

 9：30～11：00

10：00～12：00、13：00～14：30

15：30～17：00

9：00～12：30、13：30～16：00

9：30～10：30

13：30～14：30

9：30～11：00、13：30～15：00

12：50～13：30

受付 13：30～

12：50～13：30

10：00～11：30

9：30～10：30、13：30～14：30

9：30～10：30、13：30～14：30

12：50～13：30

9：30～11：30

9：30～11：00、13：30～15：00

9：00～11：00

9：30～11：00、13：30～15：00

7日（月）

8日（火）

9日（水）

10日(木）

11日（金）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

30日（水）

31日（木）

4日（月）

5日（火）

時　　間

7月

8月

事　　業　　名月日 場　　所該当地区

注 特定健診（生活習慣病健診）とひまわり健診は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人
　 および、40歳以上の協会けんぽ等に加入している被扶養者の人が対象です。
　※7月5日（土）までの計画については、広報四万十6月号に掲載しています。

　

日
本
肝
臓
学
会
で
は
、
各
都
道
府
県
で
肝

臓
病
に
関
す
る
一
般
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め

の
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
肝
臓
病
に
関
す
る
医
療
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

日
　

時 

　

7
月
19
日（
土
）
　

13
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

1
階
大
会
議
室

内
　

容

　

司
会

　
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

上
田
　

弘

　

講
演
3
題

　
　

「
い
ろ
い
ろ
な
肝
臓
の
病
気
」

　
　

高
知
大
学
消
化
器
内
科
　

岩
崎
信
二

　
　

「
B
型
C
型
肝
炎
を
治
す
新
し
い
治
療
」

　
　

高
知
大
学
消
化
器
内
科
　

小
笠
原
光
成

　
　

「
肝
臓
が
ん
に
対
す
る
外
科
治
療
の
最

　
　

前
線
」

　
　

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
　

岡
林
雄
大

参
加
費  

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

主
　

催  

日
本
肝
臓
学
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
大
学
医
学
部
消
化
器
内
科

　

☎
0
8
8(

8
8
0
）2
3
3
8
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左
表
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
女
性
特
有
の
が
ん
検
診（
平
成
26
年
度
か
ら「
働
く
世

代
の
女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」）の
対
象
者
と

な
っ
て
お
り
、市
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。対
象
者
に
は
６
月
に「
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」と「
検
診
手
帳
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

検
診
を
希
望
す
る
と
き
に
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
平
成
27
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
）

子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者

平
成
５
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

乳
が
ん
検
診
対
象
者

昭
和
48
年
４
月
２
日

〜
昭
和
49
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※

「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」は
市
の
集
団
検
診
の
ほ
か

　

左
記
医
療
機
関
等
で
も
使
用
可
能
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
可
能
医
療
機
関
等（
幡
多
郡
内
）

乳
が
ん
検
診
受
診
可
能
医
療
機
関
等（
幡
多
郡
内
）

菊
地
産
婦
人
科
医
院

山
本
産
婦
人
科
小
児
科

高
知
県
総
合
保
健
協
会
幡
多
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
8
8
0(

6
6
）2
8
0
0

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
３
２

☎（
3
4
）3
3
5
1

☎（
3
7
）5
5
6
6

高
知
県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

高
知
県
総
合
保
健
協
会
幡
多
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
8
0(

6
6
）2
2
2
2

☎
0
8
8
0(

6
6
）2
8
0
0

平成26年度 国民健康保険税を決定しました

～平成26年度国民健康保険税納税通知書は７月10日（木）に発送します～
　国民健康保険制度は、万一の病気やケガのとき、安心して医

療を受けられるようにするための助け合いの制度です。加入

者皆さんの納める国保税によって支えられています｡

　平成26年度の納期限は以下のとおりです｡

　納期内に忘れずに納めましょう。

●
国
保
税
の
軽
減
制
度

　

国
保
税
に
は
、
世
帯
主
お
よ

び
国
保
加
入
者
等
の
前
年
中
の

所
得
に
よ
り
、
均
等
割
額
と
平

等
割
額
に
つ
い
て
７
割
軽
減
・

５
割
軽
減
・
２
割
軽
減
の
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受

け
る
た
め
に
は
所
得
の
申
告
が

必
要
で
す
。
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
加
入

の
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
国

保
資
格
を
得
た
年
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、新
し
く

健
康
保
険
が
で
き
た
場
合
も
、

国
保
脱
退
の
届
出
が
な
け
れ
ば
、

国
保
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い

ま
ま
と
な
り
、
国
保
税
の
計
算

が
正
し
く
行
え
ま
せ
ん
。転
入
・

転
出
や
他
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
・
脱
退
等
、国
保
資
格
に
異
動

の
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
14
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
相
談
に
つ
い
て

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な

ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
国
保

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

分
割
納
付
や
減
免
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。減
免
は
、納
期
限
７
日

前
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
納
税
相
談
に
お
い
で

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〔
課
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
納
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）
税
務
課 

収
納
係
　

  

　
　

☎（
3
5
）5
5
5
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
資
格
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）市
民
課 

国
保
係 

　

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
4

　

（
総
合
支
所
）

　

  

市
民
課

　

  

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

第１期

7月31日

第２期

9月1日

第３期

9月30日

第４期

10月31日

第５期

12月1日

第６期

12月25日

第７期

2月2日

第８期

3月2日
年金支給月

普通徴収 特別徴収

税務課

平
成
26
年
7
月
号
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☆
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
は
一
律
に
負
担
し
て
い
た
だ
く「
均
等

割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
所
得
割
額
」を
合
計
し
て
被
保
険
者
個
人
ご
と
に

算
出
し
ま
す
。

○
総
所
得
金
額
等
と
は
総
所
得
金
額（
公
的
年
金

　

等
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）と
山
林
所
得
、

　

土
地
建
物
の
譲
渡
所
得
等
の
分
離
課
税
所
得
の

　

合
計
で
す
。

○
所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

　

あ
っ
た
人
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
、引
き
続
き

　

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
一
人
当
た
り
の
保
険
料
の
上
限
は
57
万
円
で
す
。

☆
保
険
料
の
納
付

【
特
別
徴
収
】(

年
金
天
引
き)

　

原
則
と
し
て
、年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、年
金
額
の
１

／
２
を
超
え
る
場
合
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
市
へ
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
納
付
方
法
を「
年
金
天
引
き
」か
ら「
口
座
振
替
」

　

に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。口
座
振
替
に

　

変
更
す
る
場
合
は
、事
前
に
申
請
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、年
金
天
引
き

　

を
中
止
す
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
の
減
免

　

災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し
く

困
窮
す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。納
期
限
７
日
前
ま
で

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
保
険
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が

医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る
割
合（
１
割
ま
た

は
３
割
）に
つ
い
て
は
、毎
年
前
年
中
の
所
得
に
よ

り
、再
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い

保
険
証
は
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室 

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

決
定
通
知
書
は
７
月
11
日（
金
）発
送
予
定
で
す

《介護保険負担限度額認定証について》
～介護保険施設入所時の食事代と居住費の軽減制度～

　介護保険制度では、施設サービスや短期入所サービスを利用する際、施設サービス費の１割に加え、食費・居住費・日

常生活費が自己負担となっています。

　低所得の方の施設利用が困難とならないように、1日あたりの食費・居住費の負担限度額は下表の金額になります。

　この負担限度額の認定には申請が必要です。

区分 食費

居住費

多床室
（相部屋）

従来型個室 ユニット型
準個室

ユニット型
個室①特養等 ②老健・療養等

第１段階

第２段階

第３段階

300円

390円

650円

0円 320円 490円 490円 820円

320円 420円 490円 490円 820円

320円 820円 1,310 円 1,310 円 1,310 円

第４段階 軽減対象外です

・世帯全員が市民税非課税で老齢
福祉年金受給者

・生活保護受給者等

世帯全員が市民税非課税で合計
所得金額及び課税年金収入額が
80万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で第2段
階以外の方

上記の区分に該当していない方
（市民税課税世帯）

①は特別養護老人ホームの場合、②は老人保健施設、介護療養型医療施設の場合。

■申請受付　7月1日（火）～　（随時）
■有効期間　申請月の初日～平成27年7月31日（開始日は申請月の初日までさかのぼります）
■申請に必要なもの　介護保険被保険者証、被保険者の印鑑

※介護保険施設に入所している方は、施設で取りまとめて申請していただきますので、再度申請していただく必要はあり

　ません。

【問い合わせ・申請先】（本庁）保健介護課 介護保険係 ☎（34）1165　　（総合支所）保健課 保健係 ☎（52）1132

所得割額

（総所得金額等－33万円）

×

10.35％

+

均等割額　51,793円

＝

年間保険料
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～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
【７０歳未満の人】　
○住民税非課税世帯の人は窓口負担と入院時の食事代、住民税課税世帯の人は窓口負担のみ減額を受けられます。

【７０歳以上の人】（後期高齢者医療加入者含む）
○住民税非課税世帯の人は、窓口負担と入院時の食事代の減額を受けられます。
○住民税課税世帯の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、手続きなしで窓口負担は減額されます。

※2　単身世帯で年金収入80万円以下の世帯等
※3　入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院時の取り扱いとなる場合があります
◆認定証の交付を受け、医療機関の窓口で提示しないと減額の適用は受けられません｡

◆7月31日までの認定証の交付を受けている人の手続きについて
　（国保加入者）8月1日以降も引き続き減額の適用を受けるためには、再度申請が必要です｡

　（後期高齢者医療加入者）申請は不要です。8月1日以降も引き続き減額の対象となる人には、７月下旬に認定証を送付します。

　　
【受付窓口・問い合わせ先】

 （本　　庁）市民課 国保係　　　　      　☎（３４）１１１４
　　　　　　　　　　　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室　☎（５２）１１１１

※1　過去１年間の入院日数が90日を超え、長期認定を受けた場合

◆ 手続きの方法など（申請受付：7月1日（火）～）

Ａ
　
　
　

 

Ｂ
　
　

 

　

 

Ｃ

Ａ
　
　

    

Ｂ
　

   

　

  
Ｃ

区    　　分

上位所得者

一　　　　般

（住民税課税世帯）

住民税非課税世帯

（世帯全員が非課税）

区    　　分

住民税課税世帯

住民税非課税世帯（区分Ⅱ）

申請に必要なもの その他注意点

療養病床に入院時の食事代および居住費　※3
一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

1食 100円

入院時生活療養Ⅰを算定する

保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養Ⅱを算定する

保険医療機関に入院の場合

（食事代）1食 460円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 420円

（居住費）1日 320円

1ヶ月の自己負担限度額

〔　〕内は4回目以降

150,000円＋（総医療費－

500,000円）×1％

〔 83,400円 〕

80,100円＋（総医療費－

267,000円）×1％

〔 44,400円 〕

35,400円

〔 24,600円 〕

一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

減額の適用に必要な

認定証の種類

限度額適用認定証

限度額適用認定証

および

標準負担額減額認定証

住民税非課税
世帯（区分Ⅰ）

※2

下記以外

老齢福祉
年金受給者

（食事代）1食 210円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 130円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 100円

（居住費）1日 0円

○保険証・印鑑・交付済の認定証（更新の人）

○90日を超える入院期間のわかる領収書や証明書

　など（該当している人のみ）

平成25年中の所得を申告していない人は、申請す

る前に（本庁・総合支所）税務課などで申告をする

必要があります｡

《国民健康保険・後期高齢者医療制度》
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お
身
体
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
？
健
診
を
受
け
て
、御
自
分
の
身
体
の
様
子
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

　

岩
手
県
、福
島
県
の
一
部
の
市
町
村
で
は
、平
成
26
年
度
４
月
以
降
も
引
き
続
き
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り

他
地
域
に
避
難
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、避
難
先

で
も「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
対
象

●
岩
手
県

　

盛
岡
市
、宮
古
市
、大
船
渡
市
、遠
野
市
、一
関
市
、陸
前
高
田
市
、釜
石
市
、二
戸
市
、八
幡
平
市
、矢
巾
町
、

　

大
槌
町
、山
田
町
、岩
泉
町
、田
野
畑
村
、洋
野
町
、野
田
村

●
福
島
県

　

白
河
市
、喜
多
方
市
、相
馬
市
、二
本
松
市
、南
相
馬
市
、伊
達
市
、国
見
町
、川
俣
町
、大
玉
村
、天
栄
村
、

　

広
野
町
、楢
葉
町
、富
岡
町
、大
熊
町
、双
葉
町

特
定
健
診
の
対
象

　

福
島
市
、桑
折
町

後
期
高
齢
者
健
診
の
対
象

　

北
塩
原
村
、棚
倉
町
、浅
川
町
、古
殿
町
、三
春
町
、新
地
町

受
診
期
間
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

検
査
内
容

　

特
定
健
診
等
の
基
本
項
目
に
沿
っ
た
血
圧
測
定
、尿
検
査
お
よ
び
血
液
検
査
な
ど

　

※

詳
細
な
健
診
項
目（
心
電
図
、眼
底
検
査
、貧
血
検
査
）は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
時
に
行
い
ま
す
。

　

※

市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目
や
が
ん
検
診
等
は
除
か
れ
ま
す
。

受
診
の
流
れ

　

①
避
難
元
市
町
村
に
、特
定
健
診
等
を
受
診
し
た
い
旨
を
電
話
等
に
よ
り
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
避
難
元
市
町
村
か
ら
、受
診
券
等
の
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

③
送
付
さ
れ
た
書
類
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
健
診
機
関
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

④「
受
診
券
」、「
被
保
険
者
証
」、「
昨
年
度
の
健
診
結
果
」を
持
参
し
て
、健
診
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑤
後
日
、健
診
機
関
か
ら
健
診
結
果
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

受
診
時
に
持
っ
て
行
く
も
の

　

①
受
診
券（
同
封
の
も
の
）
　

②
昨
年
度
の
健
診
結
果（
同
封
の
も
の
）
　

③
保
険
証

受
診
上
の
注
意

　

○
受
診
の
前
日
ま
た
は
当
日
の
食
事
や
服
薬
な
ど
に
つ
い
て
、受
診
す
る
健
診
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

保
健
係
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
歯
周
病
の
症
状
と
原
因
で
す
。

　

歯
周
病
の
原
因
と
し
て
は
、歯
磨
き
が
不
十
分
な
た
め
に
歯
垢
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ず
、口
の
中
の
環
境
が
悪
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。最

近
で
は
、食
生
活
や
喫
煙
な
ど
の
日
常
生
活
の
悪
習
慣
と
も
深
い
関
係
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、健
康
状
態
が
よ
く
な
い
こ
と
で
免
疫

力（
抵
抗
力
）が
低
下
し
歯
周
病
菌
を
繁
殖
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
も
な
歯
周
病
の
原
因

　

①
口
の
中
の
環
境
が
悪
い
人

　
　

・
歯
磨
き
が
不
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

・
歯
並
び
、噛
み
合
わ
せ
が
悪
い

　
　

・
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

②
生
活
習
慣
に
問
題
が
あ
り
、

　
　

抵
抗
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
人

　
　

・
肥
満
、糖
尿
病

　
　

・
喫
煙

　
　

・
生
活
が
不
規
則

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

・
歯
ぐ
き
が
赤
く
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て
い
る

　

・
歯
を
磨
く
と
血
が
出
る
こ
と
が
あ
る

　

・
歯
を
こ
そ
ぐ
と
白
い
も
の（
プ
ラ
ー
ク
）が
つ
く

　

・
人
か
ら
口
が
臭
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

　

・
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
て
き
た

　

・
歯
が
ぐ
ら
つ
く

　

・
歯
が
長
く
な
っ
た
気
が
す
る

　

・
歯
を
磨
か
な
い
日
が
あ
る

　

・
こ
こ
数
年
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
い
な
い

　

・
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
れ
ば
歯
周
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、歯
科
医
院
を
受
診
し
歯
周
病
の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

◎休所のお知らせ　職員の研修会等へ参加のため、7月16日（水）終日、30日(水)午前は休所します。

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

保 育 所 名

愛 育 園

もみじ保育所

具 同 保 育 所

下 田 保 育 所
あおぎ保育所
古津賀保育所

八 束 保 育 所

7月16日
8月15日
8月11日
7月17日
8月11日
7月16日
7月16日
8月12日
7月25日
8月 6日

水
金
月
木
月
水
水
火
金
水

時　間

9:30～10:30

9:30～11:00

9:30～10:30

9:30～10:30
9:30～10:30
10:00～11:00

9:30～10:30

駐車場

なし

数台分有

〃

〃
〃
〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

です！です！です！

※初めて参加を希望される人は準備の都合などがあります
ので、あらかじめご連絡ください。

材料　（4人分）
ごはん
豚肉
　酒
　しょうゆ
　ゆずこしょう
高菜漬け
[ナムル]
　豆苗１株
　ごま油
　塩
　いりごま
人参
　ごま油
　塩
　いりごま

…1000ｇ
…320ｇ
…大さじ2
…大さじ1
…小さじ1/2
…20ｇ

…120ｇ
…小さじ1
…小さじ1/2
…少々
…250ｇ
…小さじ2
…小さじ1弱
…少々

栄養成分（1人分）
エネルギー　586kcal   たんぱく質　25.1g
ビタミンB　 1.12㎎　　ビタミンC　 4㎎

ごはんがすすむ！ スタミナプレート
作り方

①薄く油を引いて熱したフライパンで豚肉を焼き、
　調味料を加えて味付けします。
②ナムルを2種類作ります。豆苗と千切りにした人
　参をそれぞれ塩ゆでし、ごま油と塩といりごまで
　和えます。
③ごはんにナムルと高菜漬けと豚肉を添えて完成。
　（写真ではトマトを添えています。）

糖質をしっかりとることで脳の働き
もよくなります。ビタミンＢ群(卵、豚
肉、牛乳、大豆、納豆、レバーなど)を一
緒にとると、有効に活用できて集中力
もアップします。たっぷりのごはん
に、ごはんがすすむおかずを少しずつ
いろいろ組み合わせるのがスタミナ
アップのポイントです。

　近年、トレーニングメニューに栄養学を取り込むスポーツ選手が増えてきています。試合前後の調整だけでなく、運動
と休養と食事のバランスをとりながら、日々コンディションを整えることがスポーツ栄養学の基本です。
　一流のスポーツ選手に限らずとも、ジュニアからシニアまで年齢を問わず、運動をしている人たちが、いざという場面
で万全の体調でベストを尽くせるように日頃から身体作りをすることは大切です。今回の「スタミナ編」を皮切りに、ス
ポーツ栄養の情報もお届けしたいと思います。

スタミナstaminaという言葉は、活力、体力、持久力といった意味です。
よく“スタミナのつく食べ物で夏ばてを予防しよう！”といった使われ方をするの
で、肉やうなぎなどの動物性食品でスタミナがつくとイメージするかもしれません
が、こちらはむしろお助け役。　体力アップの要は主食である糖質のとり方にあり
ます。車に例えていうなら、糖質はガソリン。日常の食事だけでなく、運動前後にも、
しっかりと糖質（ごはん、パン、麺類など）をとってエネルギーを補給しましょう。

　　親子ふれあい活動

もみじで遊ぼう　(グループ①②③)
みんなで、もみじ保育所にある“ぽっぽ”の分室に行きま
しょう。
もみじ保育所の遊具や、お友だちと一緒に遊ぶよ！グルー
プは関係なくどちらか来れる日にきてね！
7月17日（木）、18日（金）　9:30～11:00
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場 時

場

時

場

時

場

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ） ◆お誕生会

みんなでプール　（グループ①②③）
①②③グループみんな一緒にプール遊び。アヒルさんに
なったり、手作りのシャワーでお友だちと水遊びを楽しも
う♪お水が散っても大丈夫かな？
7月31日（木）、8月6日（水）　9:30～11:30
子育て支援センター

ぴよちゃんプール　（グループ①②）
①②グループさん一緒に水遊び。プールにお魚を浮かべて
みんなで遊ぼう！
8月5日（火）　9:30～11:30
子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

　　その他の活動

6月・7月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いし
ようね。ぽっぽさんは、誕生会後ティータイムもあります。
参加される人は、子どもさんの飲み物と、お茶代50円・手
作りおやつ材料代100円、合わせて150円をご持参くださ
い。おつりのいらないようにお願いします。
おやつは、お家から持参していただいてもかまいません。
［ぴよちゃんクラブ］　7月24日（木）　9：30～11：30
［1・2・3歳児]　　　　 7月25日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

月日

※ご飯一人あたり250gは、丼軽く1杯程度。運動をする方向けのエネルギー量になっています。
　ご自分の運動量に合わせてご飯の量を加減してください。

四万十市福祉事務所　管理栄養士　橋田典子

スポーツ栄養
スタミナ編
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高
知
県
で
は
、猫
の
不
必
要
な
繁
殖
お
よ
び
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
増

加
を
抑
え
、や
む
を
得
ず
殺
処
分
さ
れ
る
不
幸
な
猫
を
な
く
す
た
め
に
、

メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

●
県
が
負
担
す
る
額

　

飼
い
猫…

１
匹
に
つ
き
6
千
円

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫…

１
匹
に
つ
き
１
万
円

　

※

高
知
県
内
に
お
い
て
生
息
す
る
メ
ス
猫

●
申
請
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）〜
平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

　

※

受
付
は
、月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

※

受
付
期
間
内
で
も
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

申
請
書
に
記
入
、押
印
し
、猫
の
生
息
地
を
所
管
す
る
福
祉
保
健
所
に

運
転
免
許
書
等
本
人
確
認
が
で
き
る
書
面
と
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

・
申
請
書
は
各
福
祉
保
健
所
、県
食
品
・
衛
生
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、食
品
・
衛
生
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.k
o
c
h
i.

lg
.jp
/
so
sh
ik
i/
1
3
1
9
0
1
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

　

・
対
象
と
な
る
猫
は
、こ
の
事
業
を
利
用
し
て
こ
れ
か
ら
不
妊
手
術
を

し
よ
う
と
す
る
メ
ス
猫
が
対
象
で
す
。す
で
に
不
妊
手
術
を
し
て
い

る
メ
ス
猫
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、不
妊
手
術
済
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
よ
う
に
手
術
時
に
耳
に
Ｖ
字
カ
ッ
ト
を
施
し
ま
す
。

　

・
持
参
以
外
で
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
不
妊
手
術
は
公
益
社
団
法
人
高
知
県
獣
医
師
会
が
指
定
す
る
動
物
病

院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
福
祉
保
健
所
ま
た
は
県
食
品
・
衛
生
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）食
品
・
衛
生
課
　

☎
0
8
8(

8
2
3
）9
6
7
3

　

（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　

☎（
3
4
）5
1
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
5
）5
9
7
9

メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
費
を
一
部
負
担
し
ま
す

（
平
成
26
年
度
高
知
県
メ
ス
猫
不
妊
手
術
推
進
事
業
）

　

下
田
の
四
万
十
川
左
岸

に
お
い
て
、漂
流
物（
船
）が

拾
得
さ
れ
ま
し
た
。漂
流
物

は
全
長
4
・
12
ｍ
、
幅
1
・

65
ｍ
、
深
さ
０
・
６
ｍ
の
Ｆ

Ｒ
Ｐ
製
の
船
で
す
。船
外
機

は
な
く
一
部
に
や
や
割
れ

た
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、現

在
、市
で
水
難
救
護
法
に
基

づ
い
て
こ
の
漂
流
物
を
保

管
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
漂
流
物
に
関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方

は
、左
記
連
絡
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

船
の
概
要

　

全
長
4
・
12
ｍ
、幅
1
・
65
ｍ
、深
さ
0
・
6
ｍ

材
質
　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
　
　

色

　

船
上
部
が
青
、舟
底
が
赤
の
ツ
ー
ト
ン

　

（
塗
装
が
剥
が
れ
下
地
が
見
え
る
部
分
有
り
）

発
見
場
所
　

四
万
十
川
左
岸（
下
田
）

拾
得
時
期
　

平
成
26
年
２
月
27
日

所
有
者
へ
の
引
渡
し
期
限

　

平
成
26
年
10
月
26
日

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　

（
市
）総
務
課
行
政
管
理
係

　

☎（
3
4
）1
8
0
4

　

F
A
X 

（
3
4
）5
1
2
3

　

E
-m
a
il g
y
ouse

i@
c
ity
.shim

a
nto.lg

.jp

漂
流
物（
船
）の
所
有
者
に

関
す
る
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
参
加
者
で
思
い
や

悩
み
を
共
有
し
、
支
え
合
う
た
め
の
座
談

会
で
す
。

　

他
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
、
同
じ
体
験
を
し
て
き
た

人
ど
う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、
介
護
で
疲

れ
た
こ
こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
人
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　

７
月
29
日（
火
）
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　

市
民
病
院
　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

★
家
族
の
人
だ
け
で
も
、
認
知
症
の
人
と

ご
一
緒
で
も
　

か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

職
員
も
参
加
し
ま
す
。

★
薬
剤
師
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。
お

　

薬
の
こ
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
よ
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　

松
岡
時
規
子

　

☎（
３
４
）４
５
２
８

　

四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）０
１
７
０

四
万
十
市
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

夏季の節電にご協力をおねがいします夏季の節電にご協力をおねがいします
電力需給対策として、7月1日から9月30日までの平日(8月13日～15日を除く)、
9：00～20：00までの間、無理の無い範囲での節電へのご協力をお願いします。
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平
成
26
年
度
中
村
警
察
署
長
・
交
通
安
全
協
会

中
村
支
部
長
連
名
表
彰
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
い
る
皆
さ
ん
、今
後

の
励
み
と
し
て
表
彰
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
表
彰
対
象
者
）

　

・
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と

　

・
過
去
７
年
以
上
、交
通
事
故
・
違
反
の
無
い
人

　

・
交
通
安
全
の
表
彰
を
初
め
て
受
け
る
人

（
申
請
方
法
）

　

交
通
安
全
協
会
窓
口
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

・
持
参
す
る
物
　

運
転
免
許
証
、印
鑑
、６
３
０
円（
無
事
故
無
違

反
証
明
書
代
）

　

・
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

６
月
１
日
〜
８
月
31
日
ま
で

月
〜
金
曜
日
　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

《
皆
さ
ん
の
会
費
が
地
域
の
交
通
安
全
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
》

　

免
許
の
更
新
手
続
き
時
に
協
会
費
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

免
許
の
有
効
期
限
５
年
の
人…

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
の
人…

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

３
年
の
人…

１
５
０
０
円

　

本
年
度
も
小
学
校
新
１
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
、
反
射
材
等
を
購
入
し
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
反
射
材

等
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

交
通
安
全
協
会
中
村
支
部

　

（
中
村
警
察
署
内
）

　

☎（
３
４
）０
１
１
０

交
通
安
全
協
会
よ
り

お
知
ら
せ

№13№13交通安全指導員だより交通安全指導員だより交通安全指導員だより

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室②　～

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室②　～

横断歩道の歩き方や自転車の乗り方など、皆さん真剣に学習してくれました。
交通ルールを守って、事故にあわないようにみんなで気をつけましょう。

中村南小学校

中筋小学校

大用小学校

東中筋小学校

川登小学校

西土佐中学校

【担当課】環境生活課　市民生活係　☎（35）4147

み
ぎ
を
み
て
　

ひ
だ
り
を
み
て

　

も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

み
ぎ
を
み
て
　

ひ
だ
り
を
み
て

　

も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

道
路
は
み
ん
な
が
使
う
と
こ
ろ
で
す
。ま
わ
り
の
歩
行
者
や
車
に
注
意
し
て
、思
い
や
り
、ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

し
ん
ご
う
が
あ
お
で
も
み
ぎ
ひ
だ
り
を
よ
く
み
て
わ
た
っ
て
ね
。ど
う
ろ
へ
の「
と
び
だ
し
」は
ぜ
っ
た
い
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
7
月
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「
四
万
十
市
人
権
問
題
啓
発
研
修
会
・
地
区
別
人
権
教
室
支
援
事
業
」の

お
知
ら
せ
と「
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
」の
紹
介

　

市
で
は
地
域
や
企
業
等
で
、人
権
学
習
会
を
す
る
時
の
講
師
紹
介
や
謝
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
課
題
は
、
今
日
に
お
い
て
も
生
命
、
身
体
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
象
や
社
会
的
身
分
、
門
地
、
人

種
、信
条
、障
害
等
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
人
権
侵
害
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
身
近
な
人
権
課
題
を
正
し
く
理
解
し
解
決
し
て
、
心
明
る
く
幸
せ
な
家

庭
生
活
と
地
域
社
会
が
築
か
れ
、「
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
」が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
、あ
な
た
の
地
区

や
企
業
で
も
人
権
学
習
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

□
趣
　

旨

　

皆
さ
ん
に
人
権
の
課
題（
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
・
同
和
問
題
・
障
害
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン

病
感
染
者
、外
国
人
な
ど
）に
つ
い
て
学
習
し
て
い
た
だ
い
て
、「
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
」の
実
現
を

め
ざ
す
も
の
で
す
。

□
支
援
の
内
容

　

① 

四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
登
録
講
師
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

② 

四
万
十
市
講
師
等
謝
金
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
、講
師
謝
金
を
助
成
し
ま
す
。

　

③ 

人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し
。

□
学
習
会
の
内
容

　

講
演
会
、人
権
コ
ン
サ
ー
ト（
弾
き
語
り
）、お
話
し
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
人
権
に
係
る
学
習
で
す
。

□
人
権
問
題
啓
発
研
修
会

　

対
象
者
　

企
業
・
各
種
団
体

　

主
催
　

「
企
業
等
」ま
た
は「
企
業
等
・
四
万
十
市
」

□
地
区
別
人
権
教
室

　

対
象
地
区
　

四
万
十
市
全
地
区

　

主
　
　

催
　

「
開
催
地
区
」ま
た
は「
開
催
地
区
・
四
万
十
市
」

　

開
催
時
間
　

９
時
〜
20
時
30
分（
原
則
）

　
　
　
　
　
　

当
該
区
民
・
住
民
の
協
力
の
も
と
に
集
会
所
等
に
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※

申
請
方
法
や
実
施
期
間
な
ど
詳
細
な
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

人
権
啓
発
課
　

☎（
3
5
）1
0
3
5

13:00～16:40
分科会・閉会

市立文化センター
市立中村中学校

11:40 ～ 13:00

昼食・移動

10:00 ～ 11:40
講　演

9:30 ～ 10:00
開会行事

市立文化センター

9:00 ～ 9:30
受　付

時 　 間
内 　 容

会 　 場

【問い合わせ先】（市）人権啓発課　　☎（35）1035

中村小学校・大用小学校・具同小学校・八束小学校・中筋小学校・西土佐小学校
下田中学校・東中筋中学校・具同保育所・介護老人保健施設サンケアしみず

第4分科会

人権確立をめざす地域
の教育力と文化創造

第5分科会

生活課題と学
習・啓発活動

第3分科会

進路・学力保障

第2分科会

学校と地域における
子どもの自主的活動

第1分科会

人権確立をめざ
す教育の創造

分 科 会

テ ー マ

発表者（校）

四万十市人権教育研究大会
　市民の皆さんの基本的人権を守るために真の連帯を深め、その手法・内容について学びあい、共通の認識のも
と課題解決に向けた活動を行いましょう。多数のみなさんの参加をお待ちしています。

■参加費　無料
■研究テーマ　
　・差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。
　・人権課題の解決に向けて取り組む教育を全市民とともに創造しよう。
■講演
　『教育は熱と涙やで』
　　野口　克海さん　〔子ども教育広場　代表〕 

主　催　　四万十市・四万十市教育委員会
共　催　　四万十市中村地区人権教育研究協議会、四万十市西土佐地区人権教育研究協議会

■日時　7月30日（水）　9:30 ～ 16:40

※駐車場：市立中村小学校校庭・市立中村中学校校庭（お車にはできるだけ乗り合わせてご参加ください）

山
本
　

衞

松
井
　

浩
之

岡
崎
　

久

威
能
　

英
明

森
本
　

悦
夫

稲
田
　

充
宏

潘
　
　

寧

人
権
全
般

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
見
た
人
権
全
般

人
権
全
般

子
ど
も
の
人
権

同
和
問
題（
弾
き
語
り
）

人
権
全
般

外
国
人
の
人
権

「四万十市人権教育・
啓発講師」紹介

氏　名

テーマ
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ト
ン
ボ
王
国
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

夏
休
み（
７
月
19
日
〜
８
月
31
日
）も
四
万
十
川
学
遊
館
で
遊
ぼ
う
!! 

対
象

　

市
内
在
住
で
小
学
２
年
生
以
上
の
自
転
車
に
乗
れ
る
人 　

※

小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

主
催
　

（
市
）社
会
体
育
課

主
管
　

（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

協
力
　

国
土
交
通
省
・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱

日
程

　

８
月
３
日（
日
）

　
　

７
時
30
分
　

土
佐
く
ろ
中
村
駅
集
合

　
　

７
時
55
分
〜
８
時
18
分
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
で
平
田
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
移
動

　
　

８
時
30
分
〜
９
時
30
分
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　

９
時
40
分
〜
11
時
45
分
　

中
筋
ダ
ム
見
学
・
昼
食

　
　

11
時
50
分
〜
13
時
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
中
村
宿
毛
道
路
見
学

　
　

13
時
15
分
〜
14
時
30
分
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
平
田
駅
着

　
　

14
時
44
分
〜
15
時
04
分
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
で
中
村
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
移
動

　
　

15
時
10
分
〜
15
時
30
分
　

列
車
と
綱
引
き

　
　

15
時
40
分
　

土
佐
く
ろ
中
村
駅
解
散
予
定

参
加
料

　

無
料
　

※

列
車
代：

大
人
６
０
０
円
・
小
学
生
３
０
０
円
　
　

　

（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。昼
食
別
）

定
員
　

20
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
　

７
月
24
日（
木
）17
時
ま
で

昼
食
　

弁
当
持
参
　

※

・
手
入
れ
を
し
た
自
転
車
を
準
備
の
う
え
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。（
西
土
佐
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
る
人
に
は
無
料
で
貸
出

し
し
ま
す
。５
台
ま
で
）

　

・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
合
羽
等
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

・
雨
天
中
止
。判
断
は
当
日
の
午
前
６
時
に
行
い
ま
す
。

　

・
ケ
ガ
、
事
故
に
つ
い
て
の
補
償
は
、
主
催
者
側
で
加
入
す
る

傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

社
会
体
育
課

　

☎（
３
４
）２
０
７
１

サ
イ
ク
ル+

ト
レ
イ
ン
で
行
く 　

道
と
川
の
旅

　

自
転
車
で「
体
力
と
脚
力
」を…

　

研
修
で「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」を…

！

○
蛇
紋
岩
磨
き
＆
ビ
ー
ズ
で
作
る
ト
ン
ボ
ス
ト
ラ
ッ
プ

所
要
時
間
　

約
30
分
〜
１
時
間

日
時

　

７
月
19
日（
土
）〜
８
月
31
日（
日
）

　

午
前
10
時
の
部
、午
後
２
時
の
部（
１
日
２
回
）

対
象
　

四
万
十
川
学
遊
館
入
館
者

参
加
料
　

５
０
０
円

○
夏
の
昆
虫
採
集
体
験（
予
約
可
）

内
容

　
　

メ
ス
を
お
と
り
に
し
た
ト
ン
ボ
捕
り
体
験
や
、
テ
ナ

　

ガ
エ
ビ
を
捕
ま
え
る
エ
ビ
玉
を
う
ま
く
利
用
し
た
セ

　

ミ
捕
り
体
験
を
行
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
草
む
ら
や

　

林
の
中
に
隠
れ
て
い
る
昆
虫
を
探
し
に
出
か
け
ま
す
。

　

※

そ
の
日
の
天
候
に
よ
っ
て
、
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が

　
　

あ
り
ま
す
。

日
時

　

７
月
26
日（
土
）〜
８
月
30
日（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

対
象
　

小
学
生（
１
回
あ
た
り
10
人
）

参
加
料
　

１
人
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

　

ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
会
員
は
無
料
。（
当
日
、入

　

会
も
可
）

　

（
会
員
の
方
は
、
種
類
に
よ
っ
て
は
標
本
作
り
指
導
も

　

行
い
ま
す
）

○
ト
ン
ボ
観
察
会

内
容

　
　

ト
ン
ボ
を
う
ま
く
採
る
た
め
に
、ト
ン
ボ
の
生
態
を

　

知
る
た
め
の
観
察
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

翌
日
の
親
子
ト
ン
ボ
捕
り
大
会
で
上
位
入
賞
さ
れ

　

た
い
人
に
は
お
勧
め
で
す
。

日
時
　

７
月
26
日（
土
）15
時
〜
16
時
30
分

場
所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

参
加
料
　

無
料

○
ブ
リ
体
験
会

内
容

　
　

ブ
リ
釣
り
名
人
に
よ
る
指
導
の
も
と
「
ブ
リ
（
大
形

　

の
ト
ン
ボ
捕
り
道
具
）」を
作
り
、そ
の
ブ
リ
を
使
っ
て

　

ト
ン
ボ
捕
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

日
時
　

７
月
26
日（
土
）17
時
〜
19
時

場
所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

参
加
料
　

無
料

○
親
子
ト
ン
ボ
捕
り
大
会（
予
約
可
）

内
容

　
　

公
園
内
で
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
貴

　

重
な
日
で
す
。

　
　

ト
ン
ボ
を
、
採
集
難
度
で
10
段
階
の
レ
ベ
ル
（
ト
ン

　

ボ
レ
ベ
ル
表
は
当
日
に
お
渡
し
し
ま
す
）
に
分
け
、
レ

　

ベ
ル
毎
に
１
種
類
捕
獲
し
ま
す
。上
位
入
賞
チ
ー
ム
に

　

は
、ビ
ー
ズ
で
作
ら
れ
た
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
チ
ョ
ウ
ト
ン

　

ボ
が
入
っ
た
額
な
ど
豪
華
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

７
月
27
日(

日)

９
時
〜
12
時

場
所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

対
象
　

小
学
生
１
人
を
含
む
３
人
１
チ
ー
ム（
20
組
）

参
加
料
　

１
チ
ー
ム
千
円（
保
険
料
を
含
む
）

○
竹
水
鉄
砲
作
り（
予
約
可
）

内
容

　
　

竹
の
水
鉄
砲
を
作
り
、的
当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　

上
位
入
賞
者
に
は
景
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

８
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
の
部
、午
後
２
時
の
部（
計
２
回
）

対
象
　

小
学
生
以
下
の
入
館
者（
20
人
）

参
加
費
　

５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
公
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会

　

☎（
3
7
）4
1
1
0

“
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夏休み早朝子供水泳教室
日
　

程

　

【
第
１
講
習
】７
月
30
日(

水)

〜
８
月
２
日（
土
）

　

【
第
２
講
習
】８
月 

６
日(

水)

〜
９
日（
土
）

時
　

間
　

８
時
〜
９
時

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
　

象
　

小
学
生

定
　

員
　

各
講
習
40
人(

希
望
の
講
習
か
ら
受
講
可)

受
講
料
　

１
講
習（
４
日
間
）
　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

２
講
習（
８
日
間
）
　

３
５
０
０
円

プ
ー
ル
入
館
料
　

１
６
０
円（
１
回
当
た
り
）
　

　
　
　
　
　
　
　

回
数
券
会
員
券
利
用
可

保
険
料

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
　

年
間
分
８
０
０
円

　

（
保
険
未
加
入
者
の
み
対
象
）

受
　

付

　

７
月
７
日（
月
）か
ら
所
定
の
申
込
書
に
ご
記

　

入
の
う
え
、受
講
料
・
保
険
料
を
添
え
て
、下
記

　

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
受
付
は

　

い
た
し
ま
せ
ん
）

　

※

受
付
時
間
は
、10
時
〜
16
時
で
す
。（
土
曜
日

　
　

の
み
正
午
ま
で
）

　

※

講
習
開
始
日
の
前
々
日
ま
で
受
付
い
た
し

　
　

ま
す
。

　

※

講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
戻
は
い

　
　

た
し
ま
せ
ん
。

　

※

参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
。

教
室
・
講
座

警察官就職説明会 教
室
・
講
座

 ◎就職説明会、採用試験については　中村警察署　警務係　☎（34）0110
 ◎採用試験については　高知県警察本部　警務課人事係  ☎（0120）032376

教
室
・
講
座

　

警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
の
方
を

対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
験
者
本
人
だ
け
で
な
く
、家
族
の
方
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
10
日（
日
）14
時
〜

会
　

場
　

中
村
警
察
署

内
　

容

　

仕
事
の
内
容
や
警
察
学
校
で
の
生
活
等
の

説
明
の
ほ
か
、拳
銃
射
撃
・
白
バ
イ
の
訓
練
見

学
、指
紋
の
採
取
体
験
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
は
、10
月
19
日

（
日
）に
実
施
さ
れ
ま
す
。問
い
合
わ
せ
先
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

男女共同参画社会推進事業 料理教室講座 　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て「
料
理
教
室
講

座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、包
丁
の
研
ぎ
方
か
ら
魚
の
さ
ば
き

方
ま
で
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。男

女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、皆
さ
ん
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

７
月
12
日（
土
） 

11
時
〜
14
時

　
※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
　

所
　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
西
土
佐
用
井
1
1
1
0
ー
2
8
）

講
　

師

　

宮
崎
　

和
典（
仕
出
屋
セ
ド
ヤ
）
　

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定
　

員

　

10
人（
子
ど
も
同
伴
可
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

※

お
子
様
連
れ
の
方
は
、保
護
者
の
責
任
に

　
　

お
い
て
注
意
を
払
わ
れ
ま
す
よ
う
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

内
　

容 

　

包
丁
の
正
し
い
研
ぎ
方
、魚
の
さ
ば
き
方
な
ど

材
料
費  

６
０
０
円（
当
日
集
め
ま
す
）

用
意
す
る
も
の

　

包
丁（
普
段
お
使
い
の
物
）、エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル

　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て「
料
理
教
室
講

座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、包
丁
の
研
ぎ
方
か
ら
魚
の
さ
ば
き

方
ま
で
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。男

女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、皆
さ
ん
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

７
月
12
日（
土
） 

11
時
〜
14
時

　
※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
　

所
　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
西
土
佐
用
井
1
1
1
0
ー
2
8
）

講
　

師

　

宮
崎
　

和
典（
仕
出
屋
セ
ド
ヤ
）
　

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定
　

員

　

10
人（
子
ど
も
同
伴
可
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

※

お
子
様
連
れ
の
方
は
、保
護
者
の
責
任
に

　
　

お
い
て
注
意
を
払
わ
れ
ま
す
よ
う
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

内
　

容 

　

包
丁
の
正
し
い
研
ぎ
方
、魚
の
さ
ば
き
方
な
ど

材
料
費  

６
０
０
円（
当
日
集
め
ま
す
）

用
意
す
る
も
の

　

包
丁（
普
段
お
使
い
の
物
）、エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル

問 (公財)四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

（市）人権啓発課　　☎（35）1035　
月～金　8時30分～17時15分（12時～13時／土・日は除く）

問

問 申

水難事故を防ごう

　夏場は川や海で遊ぶ機会が
多く、水の事故が増えることが
予想されます。上流の空に雨雲
や積乱雲が見えたとき、雷が聞
こえたときや大雨などの注意
報・警報が発表されるなど、増
水の危険を感じたらすぐに避
難し、水の事故を未然に防ぎま
しょう。また、保護者の方は子
どもから絶対に目を離さず、ラ
イフジャケットをつけさせる
など安全対策をしましょう。
《もしも、溺れている人を見つ
けたら!》
★すぐに消防署（119番）に通報
　しましょう。
★溺れている人から目を離さ
　ず、大声で周りの人を呼びま
　しょう。
★一人で助けに行くのは大変
　危険なので、泳ぎに自信があっ
　ても水に入らず、周囲の人と
　協力し、なるべく浮き輪やロー
　プ、長い棒などを使って助け
　るようにしましょう。
　消防署では、大切な命を救う
ため心肺蘇生法や応急手当の
講習を行っています。お気軽に
ご相談ください。

【問い合わせ先】
幡多中央消防組合　
四万十消防署　☎（34）5881
西土佐分署　　☎（52）1143
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出会いのきっかけin四万十 　

四
万
十
市
で
は
、独
身
男
女
に
出
会
い
の
き
っ

か
け
を
提
供
す
る
た
め
、「
出
会
い
の
き
っ
か
け

in
四
万
十
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

８
月
30
日（
土
）
　

17
時
〜
19
時
40
分

場
所
　

H
ata’s kitchen(

ハ
タ
ズ
キ
ッ
チ
ン)

募
集
人
数
　

男
性
・
女
性
と
も
各
20
人
程
度

参
加
費
　

3
5
0
0
円

参
加
対
象

　

県
内
に
在
住
し
て
い
る
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で

　

の
独
身
男
女

　

※

年
齢
は
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

　

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、市
内
在
住
者
を
優

　

先
し
ま
す
）

申
込
期
間
　

７
月
14
日（
月
）〜
８
月
８
日（
金
）

申
込
方
法

　

高
知
県
サ
イ
ト『
高
知
で
恋
し
よ
！！
応
援
サ
イ

　

ト
』へ
申
し
込
み

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
で
な
い

　
　

人
は
左
記
の
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
　

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
ま
で
ハ
ガ
キ
を

　
　

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
必
要
事
項
：
氏
名
、住
所
、生
年
月
日
、年

　
　

齢
、性
別
、電
話
番
号
、趣
味
）

　

※

参
加
決
定
者
へ
は
、後
日
詳
細
に
つ
い
て
文

　
　

書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

◎
30
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
独
身
男
女
を
参
加
対

　

象
と
し
た「
出
会
い
の
き
っ
か
け
in
四
万
十
」

　

に
つ
い
て
は
、12
月
に
開
催
し
ま
す
。（
詳
細
は

　

10
月
広
報
掲
載
予
定
）

〒787-8501　四万十市中村大橋通４-10　四万十市福祉事務所　家庭福祉係　「出会いのきっかけ　in 四万十 」事務局
☎（34）1801　

催
　

し

問 申

親子水難事故防止教室～水辺での事故や津波に備えて～ 教
室
・
講
座

（市）教育委員会 社会体育課
☎（34）2071

　

川
遊
び
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、川
の
こ
わ
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、水
難
事

故
に
あ
っ
た
場
合
の
対
処
法
を
学
ぶ
、小
学
生
を

対
象
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、保
護

者
に
は
、水
難
事
故
に
直
面
し
た
時
の
救
助
、救

出
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
　

時

　

７
月
27
日（
日
）10
時 

〜
13
時

　

※

悪
天
候
の
場
合
は
８
月
24
日（
日
）に
順
延

場
　

所
　

中
村
百
笑
町
小
畑

内
　

容

　

●
身
を
守
る（
小
学
３
〜
６
年
生
参
加
）

　
　

①
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

　
　

②
安
全
な
流
さ
れ
方

　
　

③
着
衣
水
泳

　
　

④
宝
さ
が
し

　
　

⑤
飛
込
台

　

●
救
助
・
救
出
訓
練

　
　

①
A
E
D
に
よ
る
救
助
法（
大
人
参
加
）

　
　

②
ス
ロ
ー
バ
ッ
グ
に
よ
る
救
助（
大
人
と
小

　
　
　

学
生
参
加
）

　
　

③
発
射
銃
及
び
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
出（
デ
モ

　
　
　

披
露
）

　

●
河
川
環
境
学
習（
水
生
生
物
調
査
）

　

●
カ
ヌ
ー
体
験（
希
望
者
）

参
加
料
　

無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）

募
集
人
数

　

小
学
３
〜
６
年
生
　

20
人
程
度

　

（
で
き
る
だ
け
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

　

だ
さ
い
）

　

大
人
　

20
人
程
度

募
集
締
切

　

７
月
11
日（
金
）
　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

主
　

催
　

渡
川（
四
万
十
川
）水
系
水
難
事
故
等

　
　
　
　

防
止
連
絡
会

問 申

教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 7月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日　　時 場　　所 内　　容 募集期間 定員講　　師

7月28日（月）
まで

20人
◎コーズマーケティングで応援＋連携＋
　差別化ブランドをつくる

◆販売流通促進講座
7月29日（火）
14:00～16:00

市立中央公民館
3F 研修室Ⅱ

野村　尚克
（Causebrand Lab.
代表）

7月8日（火）
まで

20人◎営業許可と衛生管理の基本
◆加工技術力向上
　研修

7月9日（水）
14:00～15:30

市立文化センター
1F 中会議室

楠瀬　賀之
（幡多福祉保健所）
橘　亮介
（幡多福祉保健所）

7月14日（月）
まで

30人

◎圃場に植えた野菜の生長過程について

◆高付加価値農産
　物生産計画・技術
　力向上研修

7月15日（火）
14:00～17:00

座学
あぐりっこ
研修センター

◎畝立てと夏野菜の管理
　※天候、圃場の状況により内容の変更あり。
　※農作業のできる服装でお越しください。
　※熱中症対策用の飲み物をご持参ください。

7月16日（水）
9:00～12:00

実地研修
鍋島圃場

山下　一穂
（有機のがっこ
う「土佐自然塾」
塾長）
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催
　

し

講演家・的場亮　講演会
『一瞬の「感動」を人生の「きっかけに」』～地域の未来へ向けてそれぞれができること～

問
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

　

全
国
各
地
の
小
学
生
か
ら

経
営
者
ま
で
数
万
人
を
感
動

さ
せ
た
人
間
の
本
気
力
を
引

き
出
す
プ
ロ
で
あ
る
講
演
家
・

的
場
亮
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

　

県
内
初
と
な
る
講
演
会
を

地
域
活
性
化
に
燃
え
る
大
宮

地
区
で
開
催
し
ま
す
。本
気
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
講
演
を
聴

き
に
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　

７
月
13
日（
日
）13
時
〜
16
時

場
所
　

大
宮
小
学
校
体
育
館

内
容
　

　

一
瞬
の「
感
動
」を
人
生
の

　

「
き
っ
か
け
に
」を
テ
ー
マ
に

　

地
域
が
元
気
に
な
る
秘
訣

　

や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に

　

な
る
為
の
コ
ツ
を
笑
い
あ

　

り
涙
あ
り
で
分
か
り
や
す

　

く
伝
え
る
講
演
会
で
す
。

参
加
料

　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で

　

き
ま
す
。

催
　

し

星の郷西土佐しまんと天の川まつり　

星
の
郷
西
土
佐
で
、き
れ
い
に
彩

ら
れ
た
竹
灯
り
の
も
と
で
、優
雅
な

七
夕
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

７
月
５
日（
土
）17
時
〜

場
所

　

四
万
十
ひ
ろ
ば（
西
土
佐
用
井
　

　

カ
ヌ
ー
館
下
）

内
容

　

竹
灯
り（
た
く
さ
ん
の
竹
灯
り
が
七

　

夕
の
四
万
十
川
を
彩
り
ま
す
）

　

七
夕
か
ざ
り

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

出
店（
生
ビ
ー
ル
、四
万
十
牛
コ

　

ロ
ッ
ケ
、四
万
十
う
ど
ん
、ス
イ
ー

　

ツ
　

な
ど
）

主
催

　

星
の
郷
西
土
佐
し
ま
ん
と
天
の

　

川
ま
つ
り
実
行
委
員
会

後
援
　

四
万
十
市

四万十川の駅・カヌー館
☎（52）2121

問

募
　

集

公益財団法人四万十川財団職員募集　

公
益
財
団
法
人
四
万
十
川
財
団

で
は
左
記
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数

　

１
人（
経
理
事
務
担
当
ス
タ
ッ
フ
）

雇
用
期
間

　

平
成
26
年
９
月
１
日
〜

　

平
成
27
年
３
月
31
日

　

※

事
業
量
等
に
よ
り
契
約
更
新

　
　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

お
よ
び
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

公益財団法人四万十川財団　☎0880（29）0200
（高岡郡四万十町琴平町474-1）
ホームページ　http://www.shimanto.or.jp/

催
　

し
海上保安庁「巡視船とさ」等による救難・防災訓練　とさつばき体験航海 　

土
佐
清
水
海
上
保
安
署
で
は
、「
海
の
日
」記
念
行

事
と
し
て
、あ
し
ず
り
港
に
お
い
て
、巡
視
船
と
さ

（
所
属
　

高
知
海
上
保
安
部
　

総
ト
ン
数
１
３
６
０

ト
ン
、全
長
91
・
４
メ
ー
ト
ル
）、中
村
警
察
署
、土
佐
清

水
市
消
防
本
部
と
の
合
同
救
難
・
防
災
訓
練
の
ほ
か
、

巡
視
艇
と
さ
つ
ば
き
に
よ
る
体
験
航
海
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、巡
視
船
と
さ
潜
水
救
難
資
機
材

や
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
海
上
保
安
庁
の
救
助
活

動
状
況
等
を
記
録
し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　

７
月
27
日（
日
）９
時
〜

場
所
　

土
佐
清
水
市
養
老
３
０
３
番
地

　
　
　

あ
し
ず
り
港（
海
の
駅
あ
し
ず
り
前
面
海
域
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

各
種
救
難
訓
練
　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

潜
水
救
難
資
機
材
・
パ
ネ
ル
展
示
会

　
　

10
時
30
分
〜
12
時

　

巡
視
艇
と
さ
つ
ば
き
体
験
航
海

　
　

１
回
目
　

10
時
45
分
〜（
約
30
分
間
）

　
　

２
回
目
　

13
時
〜（
約
30
分
間
）

体
験
航
海
に
つ
い
て

　

巡
視
艇「
と
さ
つ
ば
き
」体
験
航
海
に
つ
い
て
は
１
航
海
に
つ
き
大
人
15

人
程
度

　

※

当
日
は
、８
時
30
分
か
ら
、あ
し
ず
り
港
岸
壁
で
１
回
目
・
２
回
目
の

　
　

乗
船
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、乗
船
を
希
望
さ
れ
る
人
の
氏
名
、住

　
　

所
、年
齢
お
よ
び
代
表
者
連
絡
先
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、お
申

　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

（
受
付
は
先
着
順
と
し
、定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

注
意
事
項

　

・
体
験
航
海
は
４
歳
未
満
の
方
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、小
学
生
以
下
は
で
き
る
だ
け
保
護
者
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
天
候
不
良
お
よ
び
事
案
対
応
等
に
よ
り
、急
き
ょ
中
止
、内
容
の
一
部
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

土佐清水海上保安署
☎0880（82）0464

問 巡視船とさ巡視艇とさつばき

問 申
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定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

7月18日（金）
13時～16時 社会福祉センター

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

8月7日（木）
9時～12時 藤ノ川集会所 《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

行政相談所

高知地方法務局四万十支局
☎（34）1600
FAX（34）1601

8月1日（金）
10時～12時
13時～15時

JA高知はた
中村西部事業所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

特設人権相談所

高知地方法務局四万十支局 
☎（34）1600
FAX（34）1601

7月14日（月）
13時～15時

高知地方法務局
四万十支局

（右山五月町3番12号
中村地方合同庁舎2階）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、事前予約制・1人30分以内）

弁護士資格のある
人権擁護委員による
特設人権相談所
※要事前予約（電話、FAX）

　

関
東
幡
多
四
万
十
会
に
よ
る「
四
万
十
川
、黒

潮
町
な
ど
を
巡
る
幡
多
路
ツ
ア
ー
」
を
関
東
か

ら
15
名
が
参
加
し
て
、
５
月
24
日－

26
日
の
日

程
で
四
万
十
を
訪
れ
た
。各
地
を
巡
る
な
か
、四

万
十
・
幡
多
の
川
、
海
、
山
の
美
し
さ
と
自
然
の

豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

四
万
十
川
で
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
し
た
。
三
里
の

「
四
万
十
の
碧
」
で
船
に
乗
り
、
上
流
を
目
指
し

た
。夕
方
ま
だ
薄
明
る
い
う
ち
は
、源
氏
ホ
タ
ル

も
一
つ
、二
つ
と
数
少
な
い
。屋
形
船
で
弁
当
を

食
べ
終
え
、沈
下
橋
の
下
を
く
ぐ
り
な
が
ら
、十

分
暗
く
な
っ
た
こ
ろ
、川
岸
の
岸
壁
、覆
い
か
ぶ

さ
っ
た
樹
々
を
バ
ッ
ク
に
ホ
タ
ル
の
数
は
一
段

と
増
え
た
。「
き
れ
い
、す
ご
い
」と
い
う
声
が
飛

び
交
わ
っ
た
。ホ
タ
ル
の
光
が
川
面
に
映
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
軌
跡
を
描
い
て
い
る
。
川
辺
に
は

百
匹
以
上
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
子

ど
も
の
こ
ろ
、
小
川
で
み
た
ホ
タ
ル
の
数
と
は

ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
て
い
る

様
子
は
ず
っ
と
続
い
た
。
四
万
十
川
に
ど
れ
ほ

ど
の
ホ
タ
ル
が
成
育
し
て
い
る
か
図
り
し
れ
な

い
。一
晩
で
３
千
匹
は
見
た
か
。

　

黒
潮
町
の
大
方
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

出
掛
け
た
。
入
野
漁
港
で
ス
タ
ッ
フ
の
さ
こ

ち
ゃ
ん
か
ら
説
明
が
あ
り
、ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
、マ

イ
ル
カ
、ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ
、ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が

見
え
る
と
の
こ
と
。８
時
30
分
に
港
を
出
て
、す

ぐ
に
マ
イ
ル
カ
の
群
れ
に
出
会
っ
た
。
１
０
０

〜
２
０
０
頭
が
船
の
周
り
を
泳
い
で
い
る
。10

分
ぐ
ら
い
は
一
緒
に
泳
い
で
い
た
。
鰯
の
群
れ

が
見
え
る
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
、
向
か
っ
て

い
っ
た
よ
う
だ
。

　

船
は
、ク
ジ
ラ
を
探
し
て
沖
合
に
進
ん
だ
。な

か
な
か
ク
ジ
ラ
に
出
会
え
な
い
。
帰
る
頃
に

な
っ
て
、船
先
の
展
望
台
に
い
た
山
根
さ
ん
が
、

「
い
た
」と
声
を
発
し
た
。１
〜
２
分
し
て
、ま
た

「
見
え
た
」
と
別
の
声
。
ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ
の
背
び

れ
が
皆
に
も
見
え
た
。
３
頭
い
た
か
。
最
後
に
、

体
に
白
い
傷
が
つ
い
た
ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ
の
全
身

が
見
え
た
時
は
、
歓
声
が
上
が
っ
た
。
で
も
、
ニ

タ
リ
ク
ジ
ラ
は
見
逃
し
た
。
こ
の
広
い
海
で
ク

ジ
ラ
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
高
知
湾
の

沖
合
20－

30
㎞
ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
て
、
広

い
海
の
上
で
見
て
、
感
じ
た
こ
と
は
初
め
て
の

経
験
で
あ
り
、う
れ
し
か
っ
た
。

　

四
万
十
川
の
上
流
に
あ
る
「
海
洋
堂
ホ
ビ
ー

館
四
万
十
」を
め
ざ
し
て
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
旅

が
は
じ
ま
っ
た
。佐
田
の
沈
下
橋
、勝
間
沈
下
橋

を
歩
い
て
散
策
し
た
。河
原
に
降
り
て
み
る
と
、

丸
い
小
さ
な
石
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
土

の
あ
る
と
こ
ろ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
石
の

川
原
は
、上
流
に
行
っ
て
も
続
い
て
い
た
。

　

四
万
十
の
大
自
然
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、

普
段
気
づ
か
な
い
驚
き
と
発
見
が
で
き
た
こ
と

は
幸
せ
で
、自
然
か
ら
学
ぶ
旅
と
な
っ
た
。

四
万
十
の

 

川
、海
、山
の
自
然
力

佐
藤
　

忠

横
浜
市
在
住

昭
和
20
年
生
ま
れ

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

働く婦人の家講座
やさしい動きで、無理せず自分のペースでできるので、初心者の人にもお勧すめのヨーガです。

※講師の都合により日程が変更になることがあります。

パドマ・ヨーガ療法 7月22日～8月19日
（毎週火曜日）（全5回）

19時～
20時30分

働く婦人の家
2Ｆ　和室 無料野村厚子12人 飲物、バスタオル2枚、ヨガマッ

トまたは敷物用バスタオル1枚

期日講座名
項目 時間 場所 受講料講 師 用意するもの定 員

【対象】市内に居住または勤務する女性 
【申込方法】7月7日（月）～(本人に限り窓口・電話で受付)　※定員になり次第締め切り
【問い合わせ・申込先】働く婦人の家　9時 ～ 17時15分（12時～13時、土・日・祝日を除く）　☎（34）6299
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く111

　

十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
島
倉
千
代
子
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
ソ

ン
グ
「
人
生
い
ろ
い
ろ
」
で
す
。
小
泉

元
総
理
が
国
会
で
の
答
弁
に
も
引
用

し
て
野
党
の
追
及
を
か
わ
し
、
お
も

し
ろ
が
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
球
上
何
十
億
の
人
間
が
い
て
も

誰
一
人
同
じ
人
間
は
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
、自
分
の

願
い
や
思
い
を
、
分
か
っ
て
も
ら
わ

な
い
こ
と
に
は
こ
の
世
は
な
り
た
っ

て
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、

「
ひ
と
り
」に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の

が
大
切
な
社
会
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
全
員
が
大
満
足
で
生

き
ら
れ
な
い
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

「
お
ん
だ
ら
の
こ
た
ぁ
だ
れ
っ
ち
ゃ

に
わ
か
り
ゃ
ぁ
せ
ん
」
と
始
め
か
ら

投
げ
だ
し
た
り
、
黙
り
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
も
大
あ
り
で
す
。
言
論
の
自

由
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、「
ま
ぁ
え

え
か
」
、
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
何

の
た
め
に
こ
の
世
に
や
っ
て
き
た
の

か
わ
け
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

黙
っ
て
い
る
こ
と
が
美
徳
だ
と
い

う
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
の

人
格
の
お
手
本
で
も
あ
り
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
は
鼻
つ
ま
み
者
で
も
あ

り
ま
し
た
。
中
で
も
悪
口
や
陰
口
が

い
い
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
う
て
も
叶
わ

な
い
こ
と
で
も
、
い
わ
ね
ば
誰
に
も

わ
か
ら
ず
泣
き
寝
入
り
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
誰
が
見
て
も
、「
老
人
」で
す
。

だ
れ
で
も
見
分
け
て
く
れ
ま
す
が
、

老
人
も
全
て
が
一
律
に
老
け
込
ん

だ
り
不
自
由
な
体
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
片
方
の
耳
が

不
自
由
で
す
が
、他
人
に
は
な
か
な

か
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
会
合
な
ど
で
、「
耳
が
不
自
由
」

で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
説
明
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、障
害
に
気
を
配
っ
た

運
営
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

文
学
仲
間
に
も
障
害
者
が
何
人

か
い
ま
す
。「
あ
な
た
は
私
に
ど
う

し
て
ほ
し
い
で
す
か
」と
前
も
っ
て

訊
ね
て
も
い
ま
す
。車
椅
子
の
友
人

に
、
怖
々
と
手
を
添
え
て
い
た
ら

「
ボ
ク
は
あ
な
た
に
し
て
も
ら
う
よ

り
一
人
の
方
が
楽
」と
い
わ
れ
て
面

食
ら
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　

よ
か
れ
と
思
っ
て
先
走
る
よ
り
、

相
手
の
言
い
分
を
よ
く
聞
く
こ
と
。

そ
れ
を
「
話
し
て
み
る
こ
と
」
で
す
。

そ
の
際
、で
き
れ
ば
面
と
面
で
向
き

合
う
こ
と
。最
近
は
メ
ー
ル
と
か
い

う
も
の
で
伝
え
る
若
者
が
多
い
よ

う
で
す
が
、メ
ー
ル
で
は
胸
に
ひ
び

く
名
文
を
書
く
の
は
不
可
能
で
す
。

複
雑
な
話
は
電
話
で
も
ダ
メ
で
す
。

　

時
代
遅
れ
で
、
泥
く
さ
く
て
も
、

機
械
に
頼
ら
ず
、人
と
人
で
繋
が
る

地
域
こ
そ
が
、今
こ
そ
大
事
な
時
代

だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

中
脇
 

汰
門

相
田
 

羚
圭

松
本
 

陽
真

東
 

蒼
太

植
木
 

由
和

宮
田
 

舞

野
町
 

統
士

濱
田
 

琉
衣
愛

森
本
 

莉
斗

白
木
 

朔
太

土
居
 

優
生

　

尾
 

夏
樹

立
石
 

由
菜

立
石
 

陽
菜

高
田
 

郁
織

た
も
ん

り
ょ
う
か

は
る
ま

そ
う
た

ゆ
わ

ま
い

と
う
じ

る
い
あ

り
と

さ
く
た

ゆ
う
せ
い

な
つ
き

ゆ
な

ひ
な

い
お
り

周
司

弘
道

和
也

直
人

明
洋

信
幸

優杏
奈

達
也

太
樹

喜
美
浩

裕
樹

憲
生

憲
生

司

（
平
成
26
・
６
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
６
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
小
姓
町

中

村

中
村
本
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
新
町

中
村
新
町

中
村
岩
崎
町

右

山

右

山

右

山

佐

岡

古

津

賀

入

田

具
同
田
黒

間

崎

間

崎

初

崎

井

沢

蕨

岡

甲

蕨

岡

甲

6461105728376957690888792801029290773994838771

中
村
丸
の
内

中
村
丸
の
内

駅

前

町

古

津

賀

古

津

賀

具

同

渡

川

渡

川

渡

川

具
同
田
黒

磯

ノ

川

有

岡

有

岡

有

岡

西
土
佐
大
宮

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享
　

年

（
満
年
齢
）

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
親
族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

門
田
 

雄
一

中
野
 

高

寺
西
 

重
尾

毛
利
 

俊
久

夕
部
 

道
德

矢
野
 

信
秋

山
﨑
 

秀
子

市
川
 

敏
博

伊
賀
原
 

房
子

今
倉
 

進

藤
田
 

留
尾

濱
﨑
 

麻
子

岡
本
 

千
代
美

弘
井
 

松
子

澤
村
 

茂

大
隅
 

マ
ス

谷
川
 

歌
子

美
野
田
 

昌
輝

嶋
﨑
 

千
松

宮
村
 

英
雄

谷
口
 

弘
一

福
谷
 

修
身

蕨

岡

甲

口

鴨

川

田
野
川
甲

岩

田

若

藤

久

保

川

勝

間

手

洗

川

三

里

大

用

西
土
佐
玖
木

西
土
佐
橘

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
中
家
地

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
用
井

西
土
佐
半
家

西
土
佐
江
川

8991859869907790102757686819394769265

景
平
 

泰
朝

中
田
 

細
枝

山
﨑
 

市
丞

今
倉
 

清
繁

宮
地
 

武

西
岡
 

世
理
子

永
野
 

實
子

北
原
 

敬
正

國
本
 

一
子

横
山
 

壽
倫

井
上
 

八
千
代

稲
戸
 

信
子

宗
﨑
 

福
威

中
　
 

房
子

松
本
 

み
つ
子

千
代
岡
 

博
之

麻
田
 

正
惠  

安
藤
 

德
野

こ
わ
ご
わ

つ
な
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市民のひろば市民のひろば

【絵画の部】
  ・副市長賞

　「ぶらんこであそんだよ」

【標語の部】
  ・副市長賞いま思う

　ここに生まれて

　　　　よかったな

※所属校・学年は受賞当時のものです。

小橋　賢寛くん
こばし まさひろ

（東山小学校１年）

佐竹 　里くん
さたけ さと

（東山小学校4年）

　

こ
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
花
は
、

10
年
前
に
、
こ
の
家
に
引
っ
越
し
て

き
た
時
、
母
に
植
え
て
も
ら
た
も
の

で
す
。一
年
中
咲
く
の
で
す
が
、今
年

が
一
番
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

歩
く
人
か
ら「
す
ご
い
ね
ー
。き
れ
い

ね
ー
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の

10
年
の
間
に
母
が
亡
く
な
り
、
２
人

の
娘
が
嫁
に
い
き
、
３
匹
の
犬
た
ち

も
天
国
に
。淋
し
く
な
っ
た
け
ど
、こ

の
花
が
天
に
も
届
く
か
の
よ
う
に
家

の
３
階
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
に
咲
い
て
い
る
花
を
母
は
一
度
も

み
る
こ
と
も
な
く
、
母
に
み
せ
て
あ

げ
た
か
っ
た
で
す
ね
。
２
階
は
ミ
ド

リ
の
カ
ー
テ
ン
、
３
階
は
ピ
ン
ク
の

カ
ー
テ
ン
に
な
り
、
私
の
心
は
淋
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

伊
与
田
　

忍

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア

　

つ
ど
い
の
場「
え
び
す
」で
は
、地

域
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
、恒
例
の「
え
び
す
夏
祭
り
」を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、多

数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
12
日（
土
）

　

17
時
〜
20
時
30
分

　

雨
天
の
場
合
は
７
月
13
日（
日
）に

　

順
延

場
所

　

つ
ど
い
の
場
え
び
す

　

（
国
見
9
2
9-

1
）

内
容

　
　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
一
條
太

　

鼓
・
カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
・
生
バ
ン

　

ド
演
奏
・
盆
踊
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

　

と
多
彩
で
す
。

　
　

ま
た
、
当
日
は
焼
き
鳥
、
大
月

　

の
ト
コ
ロ
テ
ン
、
か
き
氷
、
カ

　

レ
ー
、チ
ラ
シ
寿
司
、ソ
ー
メ
ン
、

　

ビ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
金

　

魚
す
く
い
、綿
菓
子
等
出
店
も
多

　

く
出
ま
す
。

主
催

　

え
び
す
お
祭
り
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
・
ハ
ピ
ネ
ス

　

☎（
3
7
）3
0
5
7

つ
ど
い
の
場

「
え
び
す
の
夏
祭
り
」

あ
な
た
の
回
答
が
、日
本
経
済

の
力
に
な
る
！

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス‐

基
礎

調
査
と
商
業
統
計
調
査
を
一
体
的

に
実
施
し
ま
す
。

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、７
月

１
日
に
、平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐

基
礎
調
査
と
平
成
26
年
商
業
統

計
調
査
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

全
国
の
全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
施
策

の
立
案
や
、民
間
企
業
に
お
け
る
経

営
計
画
の
策
定
な
ど
、社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
は
６
月
末
日
ま
で
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
７
月
１
日
以
降
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、統
計
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
利
用
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、調

査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
高
知
県
・

　

四
万
十
市

平成26年

7月1日（火）
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